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英
國
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
重
藤
威
夫
一
英
開
中
世
の
t
'
ナ
-
(
1
)
中
砦
村
準
中
世
時
代
に
は
英
国
の
大
部
分
毘
落
生
活
で
あ
っ
た
。
各
禁
は
'
現
代
に
多
-
見
ら
れ
る
号
に
周
国
の
耕
地
に
よ
っ
て
瓦
に
孤
立
し
て
い
渇
の
セ
は
な
-
て
'
村
落
と
も
て
袋
田
的
に
存
在
し
て
い
た
o
各
村
落
は
耕
地
、
牧
草
地
'
放
牧
地
'
森
林
に
よ
っ
て
と
り
ま
か
れ
,
森
林
は
隣
村
と
の
境
界
線
に
ま
で
達
し
て
い
た
。
か
か
る
農
村
は
そ
の
住
民
や
そ
の
周
囲
の
土
地
を
合
妙
て
'
通
常
V
i
l
l
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
叉
m
a
n
o
r
(
荘
園
)
と
い
う
言
葉
が
'
そ
れ
に
旭
川
さ
れ
て
い
る
が
'
m
a
n
o
r
は
時
代
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
・
典
つ
生
息
味
に
用
い
ら
れ
て
5
る
。
h
a
m
l
e
t
と
.
い
う
語
は
t
v
i
l
l
や
m
a
n
o
r
の
1
部
分
を
構
成
す
る
農
家
の
小
さ
な
某
国
生
息
昧
し
て
い
る
。
村
落
は
十
か
十
二
或
は
五
十
絵
の
農
家
の
各
集
国
か
ら
構
成
ざ
れ
て
屠
り
'
各
集
国
は
後
の
時
代
に
は
v
i
l
l
a
g
e
g
r
e
e
n
と
呼
ば
れ
た
。
各
班
囲
の
間
に
は
'
二
・
三
の
小
路
が
横
ぎ
つ
て
い
た
。
農
家
は
小
さ
な
茅
韮
き
の
屋
根
で
、
部
屋
が
1
-
0
-
>
か
な
い
み
じ
め
な
家
屋
で
あ
っ
た
。
家
畜
小
屋
や
穀
物
の
貯
戒
の
た
め
の
納
屋
は
'
住
宅
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
屠
れ
'
多
-
の
場
合
そ
れ
ら
は
同
じ
.
屋
根
の
下
に
あ
っ
た
。
各
村
落
に
は
数
分
が
あ
と
そ
れ
は
二
股
に
農
家
の
近
-
に
建
て
ら
れ
て
い
た
。
各
村
落
に
は
通
常
m
a
n
o
r
h
。
u
s
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℃
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仕
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a
i
t
p
な
い
は
∵
1
品
代
宜
(
s
t
e
w
a
r
d
)
が
住
ん
で
い
東
。
荘
園
膳
は
軍
に
荘
園
裁
判
の
法
廷
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
荘
園
唐
に
附
属
し
て
'
農
業
や
料
理
・
>
-
槽
的
L
l
二
使
用
さ
れ
j
^
s
'
-
'
-
'
r
品
川
'
・
病
に
卜
ら
I
.
J
と
。
⊥
'
:
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蝣
-
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れ
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サ
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-
s
-
山
-
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-
,
*
-
*
T
-
サ
目
し
て
い
た
。
鐙
笹
と
経
済
村
溶
は
m
V
巾
に
水
流
に
沿
っ
て
存
在
し
、
そ
の
水
流
は
村
落
の
境
界
附
近
の
牧
平
地
を
交
流
し
た
り
、
境
界
線
を
流
れ
た
り
し
て
い
た
。
村
落
の
恋
物
か
ら
は
た
れ
て
水
平
小
屋
が
水
流
に
沿
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
。
大
小
の
森
林
地
慣
が
常
に
村
落
に
見
ら
れ
た
。
か
く
の
如
く
村
落
は
、
そ
の
中
心
に
数
合
堂
や
症
図
・
憾
と
共
に
村
氏
の
家
屋
の
集
問
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
外
周
に
民
い
排
地
や
牧
平
地
や
放
牧
場
や
森
林
が
あ
っ
た
。
土
地
が
民
い
場
合
に
は
、
村
溶
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
分
立
し
た
小
集
落
(
E
s
r
c
を
つ
く
る
州
民
家
の
小
集
同
や
時
と
し
て
は
孤
立
し
た
水
車
小
屋
や
穀
倉
等
が
見
ら
れ
だ
で
あ
ら
う
。
し
か
し
、
そ
の
特
色
と
す
る
外
観
は
、
恋
物
の
密
接
な
集
問
を
中
心
と
し
、
そ
の
外
側
を
取
り
ま
く
買
い
開
け
た
土
地
で
あ
る
。
(
二
)
農
尖
組
織
と
し
て
の
村
溶
J
i
-
-
:
:
・
付
浪
の
北
川
泌
派
支
は
決
栄
で
あ
る
。
村
落
全
体
の
耕
地
を
支
ぬ
く
制
度
は
、
「
解
放
耕
地
」
制
度
(
8
2
p
z
m苦
耳
目
〉
と
呼
ば
れ
る
と
と
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
耕
地
は
、
大
凡
等
し
い
面
積
、
即
ち
宇
エ
ー
カ
ー
或
は
四
分
の
一
エ
ー
カ
ー
〔
一
エ
ー
カ
ー
は
問
段
什
問
歩
〕
の
一
両
杭
を
も
っ
'
多
数
の
耕
地
に
分
割
さ
れ
る
。
中
世
時
代
の
兆
問
の
一
エ
ー
カ
ー
は
、
長
さ
問
。
ロ
ツ
ド
で
闘
が
問
ロ
ツ
ド
円
一
ロ
ヲ
ド
は
四
ヤ
ー
ド
牛
〕
あ
る
納
長
い
保
地
(
回
耳
目
匂
)
で
あ
っ
て
、
午
エ
ー
カ
ー
の
土
地
も
問
分
の
一
エ
ー
カ
ー
の
土
地
も
長
さ
は
同
じ
で
あ
る
が
、
隔
が
問
的
(
り
、
前
者
は
ニ
ロ
ツ
ド
、
後
者
は
一
ロ
ツ
ド
の
隔
で
あ
る
。
一
エ
ー
カ
ー
即
ち
ド
イ
ツ
語
で
は
宮
OHmg
と
呼
ば
れ
る
土
地
の
院
さ
は
、
岱
時
の
間
頭
乃
至
八
頭
立
の
牛
に
よ
る
有
愉
惣
で
、
午
前
中
に
排
や
さ
れ
得
る
面
積
か
ら
由
来
し
て
い
る
何
ロ
ツ
ド
は
土
地
の
慣
習
に
従
っ
て
、
地
方
に
よ
っ
て
長
さ
を
具
に
す
る
づ
が
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
最
も
多
く
用
い
ら
れ
る
・
長
さ
は
十
六
吠
学
で
あ
る
o
一
エ
ー
カ
ー
の
土
地
の
長
さ
の
問
O
ロ
ツ
ド
は
、
フ
ア
1
ロ
ン
グ
ミ
ロ
ュ
。
昌
二
三
0
ヤ
ー
ド
〉
と
い
う
よ
〈
川
い
ら
れ
る
長
さ
の
単
位
の
基
礎
と
な
っ
た
。
吋
ロ
ユ
o
ロ
m
は
同
己
3
4ヱ
。
口
問
か
ら
来
た
も
の
で
、
P
R
O
巧
(
睦
薄
)
の
長
さ
を
意
味
す
る
。
一
ル
1
ド
(
円
。
。
島
)
は
、
随
一
ロ
ツ
ド
、
長
さ
問
。
ロ
ツ
ド
あ
る
士
地
の
面
積
即
ち
問
分
の
一
エ
ー
カ
ー
の
土
地
の
面
積
を
示
す
っ
か
か
る
削
.uK
い
保
地
の
問
に
は
、
排
さ
な
い
で
浅
さ
れ
て
い
る
畦
道
や
或
は
列
，
へ
て
あ
る
石
が
あ
っ
て
互
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。
未
だ
誹
や
さ
れ
な
い
で
浅
さ
れ
て
い
る
未
開
墾
地
は
Z
F
と
呼
ば
れ
る
。
と
れ
ら
の
保
地
(mEち
が
数
例
乃
五
十
数
州
集
っ
て
一
ο
の
グ
ル
ー
プ
即
ち
班
凶
(
岨
ぎ
7
P巴
g
m〉
を
な
し
、
と
の
班
旧
が
数
十
集
っ
て
一
村
孫
全
休
の
解
放
耕
地
を
焼
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
班
同
の
保
地
の
教
は
地
形
や
歴
史
的
停
統
に
従
っ
て
定
め
ら
れ
た
。
多
く
の
村
落
で
は
切
に
三
間
制
度
(
同
Z
岳円
2
.
m
o
E
昌
男
o
g
)
が
探
川
さ
れ
τい
た
か
ら
、
全
耕
地
は
三
つ
り
固
2
5
5と
に
大
別
さ
れ
、
各
国
が
ん
川
公
・
交
代
に
冬
作
地
、
夏
作
地
、
及
び
休
耕
地
(
Z
Z
d
q
)
と
な
っ
た
o
'
各
岡
は
克
に
多
く
の
班
川
(
同
ロ
ユ
g問
〉
に
呼
八
刀
さ
れ
た
。
川
各
農
民
は
そ
の
土
地
保
有
擦
の
大
小
に
感
じ
て
或
る
放
の
係
地
を
自
家
の
た
め
に
排
作
じ
た
の
で
あ
る
が
、
一
人
に
局
す
る
保
地
は
一
ケ
所
に
ま
と
ま
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
て
、
作
班
川
及
び
各
回
に
散
在
し
、
何
人
も
二
つ
の
筏
践
し
た
保
地
を
保
有
せ
事
、
左
右
他
人
の
依
地
に
接
続
し
て
い
た
。
領
主
の
む
領
地
2
0
5
3
2
)
は
、
会
耕
地
面
積
の
三
分
の
一
乃
至
二
分
の
一
を
占
め
て
い
た
が
、
そ
れ
も
亦
同
様
に
散
在
し
て
い
た
。
か
く
の
如
く
各
人
の
保
布
地
が
各
班
凶
及
び
各
国
に
散
在
し
て
い
る
地
市
の
合
計
か
ら
成
り
立
つ
制
度
を
散
岡
制
度
(
∞
3
8
E
O
出
2
2
8
R品
m
q
s
r
古
8
5
M
一
討
さ
『
。
。
同
閉
門
同
首
相
)
と
呼
ば
れ
る
。
か
く
の
如
き
散
問
制
度
が
行
わ
れ
た
の
は
地
質
及
び
地
形
、
位
置
の
相
泣
か
ら
生
や
る
不
公
平
な
土
地
保
行
を
巡
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
大
陸
に
於
け
る
が
ル
マ
ン
民
族
の
マ
ル
ク
村
落
時
代
や
英
閣
の
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
に
合
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
勾
年
の
耕
地
特
換
は
、
も
は
や
ノ
ル
マ
ン
・
マ
ナ
l
時
代
に
は
行
わ
れ
て
い
在
か
っ
た
。
従
っ
て
各
農
民
は
毎
年
そ
の
耕
地
を
勝
換
す
る
と
と
な
く
永
久
的
に
同
一
土
地
を
耕
作
し
た
の
で
あ
る
。
と
れ
は
時
代
の
進
歩
と
共
に
耕
作
方
法
が
よ
り
集
約
的
に
な
っ
た
結
果
で
あ
ら
う
。
領
主
の
直
領
地
及
び
浪
叫
ん
の
保
有
地
で
の
耕
作
方
法
は
、
す
べ
て
共
同
的
に
行
わ
れ
、
各
人
の
自
由
や
創
意
を
許
さ
な
い
で
、
村
落
で
定
め
た
方
法
に
よ
り
強
制
的
に
行
わ
れ
た
。
各
農
民
は
一
頭
乃
至
二
頭
の
午
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
川
口
同
時
の
間
頭
乃
至
八
頭
立
の
重
い
惣
を
動
か
し
て
そ
の
土
地
を
耕
作
示
る
に
は
、
数
人
が
協
同
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
o
又
各
人
の
保
有
地
が
互
に
混
在
し
て
居
り
、
し
か
も
そ
の
聞
に
怪
根
が
な
か
っ
た
か
ら
、
各
人
は
作
物
の
種
類
、
播
種
や
牧
肢
の
時
期
、
耕
作
方
法
等
に
つ
い
て
、
村
で
一
定
し
た
方
法
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
か
る
共
同
主
義
と
強
制
主
義
と
は
、
農
業
技
術
、
肥
料
の
改
良
等
の
未
設
建
た
営
時
に
あ
っ
て
は
、
い
わ
ば
最
も
泊
医
し
た
方
法
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
と
れ
が
生
産
力
の
後
展
を
長
く
阻
害
し
た
と
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ら
う
。
か
か
る
方
法
は
西
ヨ
'
1
ロ
ツ
パ
で
は
、
ほ
ぼ
十
八
世
知
仰
の
後
牛
か
ら
十
九
世
紀
の
初
頭
の
農
業
革
命
に
至
る
ま
で
一
般
に
行
b
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
営
時
の
農
業
方
法
の
特
徴
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
三
岡
式
農
法
で
あ
っ
た
。
地
方
に
よ
っ
て
は
二
間
式
農
法
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
何
れ
が
よ
り
普
遍
的
で
あ
っ
た
か
は
確
か
で
は
な
い
。
た
だ
英
図
の
南
部
地
方
で
は
、
三
岡
式
の
方
が
よ
り
一
普
遍
的
で
あ
っ
た
。
め
そ
れ
に
よ
れ
ば
耕
地
色
毎
年
三
国
(
地
区
)
に
区
分
し
、
A
匿
に
は
b
m
一
戸
穀
(
三
三
Z
2
8
ω
〉
(
小
委
・
ラ
イ
奏
)
を
、
B
区
は
夏
穀
(
犬
木
公
・
燕
委
)
を
作
り
、
C
Eは
休
耕
地
と
す
る
o
夏
穀
は
春
穀
令
官
吉
岡
Q
8
m
)
と
呼
ば
れ
る
と
と
も
あ
る
o
そ
れ
ら
を
毎
年
順
次
に
特
換
す
る
の
で
英
図
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
一・
一
一
経
営
と
経
済
あ
る
。
か
く
て
各
地
院
毎
に
三
年
に
一
回
の
休
耕
の
年
が
ま
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
悶
示
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
一
四
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b
b
J
穀
即
ち
小
委
・
ラ
イ
奈
は
、
毎
年
秋
に
前
年
休
耕
し
て
い
た
排
地
を
耕
し
て
熔
極
し
、
翌
年
の
変
に
収
穫
す
る
。
耕
地
は
そ
.
の
ま
ま
小
t
褒
の
切
株
を
残
し
て
な
く
。
そ
の
次
の
年
の
存
に
夏
穀
即
ち
大
安
'
燕
奏
を
搭
程
し
、
同
年
の
八
月
に
収
穫
す
る
。
大
奏
の
牧
穫
後
は
切
株
を
そ
の
ま
ま
そ
の
翌
年
の
六
九
上
旬
ま
で
浸
し
て
台
き
二
具
の
問
に
二
回
鋤
返
し
、
秋
の
小
委
の
搭
極
期
ま
で
休
耕
す
る
o
m門
英
同
内
で
も
地
方
に
よ
っ
て
は
二
回
式
農
法
が
用
い
ら
れ
た
。
二
回
式
で
は
全
耕
地
時
二
区
に
分
け
ら
れ
、
各
区
は
一
年
私
自
き
に
耕
作
さ
れ
、
排
作
さ
れ
な
い
年
に
は
休
耕
と
な
る
。
耕
作
さ
れ
る
土
地
は
、
小
委
ば
か
り
が
搭
か
れ
る
場
合
も
あ
り
、
又
は
耕
地
の
一
一
宇
に
秋
に
冬
穀
(
小
突
・
ラ
イ
ボ
対
)
伊
一
揺
き
、
他
の
か
γ
分
に
そ
の
年
の
春
に
布
穀
(
犬
秦
・
燕
奏
)
を
播
く
。
休
耕
地
は
夏
の
初
に
二
回
鋤
返
さ
れ
る
。
明
ら
か
に
、
一
い
町
古
い
時
代
に
は
、
休
耕
地
は
一
回
鋤
返
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
二
図
式
帆
訴
訟
の
係
川
と
三
岡
式
農
法
の
採
用
と
は
何
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
位
置
と
土
壊
の
性
質
と
に
よ
っ
て
~B陸\
小袈切除
---̂同へ
開f.t: 
主
と
し
て
決
定
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
二
川
決
法
b
q
一
忠
一
守
し
た
地
域
は
、
大
休
袋
い
、
内
主
伐
の
肥
沃
で
な
い
高
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
反
封
に
、
土
肢
も
比
較
的
良
く
、
佐
世
も
良
い
地
内
は
、
一
二
川
一
段
法
を
特
徴
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
次
に
ニ
岡
式
と
三
岡
式
と
で
は
何
れ
が
切
る
か
と
い
う
と
と
は
、
容
易
に
決
定
し
悦
い
川
題
で
あ
る
が
、
耕
地
而
杭
が
同
一
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
二
図
式
は
、
休
排
皮
放
が
多
い
か
ら
地
力
が
よ
〈
同
復
せ
し
め
ら
れ
収
舵
物
の
伐
を
良
好
な
ら
し
め
る
と
い
う
利
盆
が
あ
る
の
に
封
し
て
、
三
回
式
で
は
、
一
二
年
に
一
一
川
の
休
桃
で
戊
る
m
何
度
ま
で
地
力
が
回
復
さ
れ
m
げ
る
川
町
り
、
作
付
面
積
が
大
で
あ
る
か
ら
牧
穫
物
の
目
亙
が
大
と
な
り
件
る
利
ハ
伶
が
あ
る
こ
と
は
川
か
で
あ
る
の
ぬ
っ
て
、
自
然
的
保
件
が
何
れ
か
の
保
持
を
絡
封
的
の
も
の
と
決
定
す
る
と
と
の
な
い
多
く
の
場
合
に
於
て
は
、
こ
の
双
h
々
の
利
八
却
を
比
絞
し
て
そ
の
何
れ
を
採
探
す
べ
き
か
を
決
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
更
に
労
働
力
の
問
題
を
巧
え
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
の
仙
力
の
川
包
に
つ
い
て
は
、
三
回
式
が
有
利
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
三
図
式
で
は
同
量
の
鋤
一
巡
し
即
労
倒
H
M
に
討
し
て
、
よ
り
多
く
の
作
物
を
あ
げ
得
る
こ
と
に
長
所
が
あ
る
。
と
の
こ
と
は
十
三
世
紀
に
「
農
業
論
」
ハ
固
ま
Z
D
L
ミ
)
に
つ
い
w
て
一
九
州
主
流
火
じ
た
ウ
オ
ル
グ
1
・
オ
プ
・
ヘ
ン
リ
ー
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
若
し
一
六
O
ヱ
l
カ
T
が
二
岡
式
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
一
年
間
に
鋤
一
巡
さ
れ
る
民
さ
は
二
問
。
エ
ー
カ
ー
に
な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
作
物
が
作
ら
れ
る
八
O
エ
ー
カ
ー
の
耕
地
は
、
一
回
鋤
返
さ
れ
る
が
、
同
じ
而
積
の
休
耕
地
は
二
回
鋤
返
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
牧
穫
量
は
八
O
エ
ー
カ
ー
か
ら
の
牧
穫
に
す
ぎ
な
い
。
若
し
一
八
O
エ
ー
カ
ー
が
三
回
式
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
る
と
、
一
年
間
に
鋤
一
巡
さ
れ
る
土
地
は
や
は
り
前
と
同
じ
く
二
四
O
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
作
物
が
作
ら
れ
る
耕
地
は
二
区
で
一
二
O
エ
ー
カ
ー
と
な
り
、
休
耕
地
六
O
エ
ー
カ
ー
は
こ
回
の
鋤
返
し
で
一
二
O
エ
ー
カ
ー
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
場
合
、
収
穫
量
は
一
二
O
エ
ー
カ
ー
か
ら
の
収
穫
と
な
る
o
m
w
従
っ
て
、
三
岡
式
と
二
回
式
と
を
比
較
す
れ
ば
‘
同
宣
の
労
仰
力
即
ち
鋤
返
し
に
よ
っ
て
、
前
者
の
方
が
透
か
に
多
く
の
収
穫
口
一
五
(
そ
の
比
は
三
討
二
〉
を
あ
げ
得
る
こ
と
に
な
る
。
と
れ
を
換
一
一
目
す
れ
ば
、
牧
穫
量
を
同
一
と
す
れ
ば
、
二
図
式
の
場
合
に
は
、
三
岡
式
の
場
合
に
比
し
、
よ
り
多
量
の
労
働
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
と
の
労
働
力
の
多
少
も
二
回
式
を
深
川
す
べ
き
か
三
国
式
を
採
用
す
べ
き
か
を
決
定
す
る
一
の
重
要
な
僚
件
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
司
、
農
業
技
術
は
極
め
て
原
始
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
一
エ
ー
カ
ー
か
ら
得
ら
れ
る
小
寒
-
或
は
ラ
イ
ボ
ダ
は
八
或
は
九
ブ
ッ
シ
ェ
ル
円
一
プ
ヲ
シ
、
エ
ル
は
こ
斗
一
合
鈴
〕
で
あ
っ
た
。
現
代
の
英
閣
で
は
そ
の
一
エ
ー
カ
ー
営
り
の
平
均
牧
量
は
三
O
ブ
ッ
シ
ェ
ル
で
あ
る
。
鋤
、
返
し
に
は
、
八
英
図
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
一
一
五
経
管
と
経
済
一
一
六
頭
の
牡
午
が
使
用
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
浪
北
川
家
主
川
の
品
種
は
未
だ
改
良
せ
ら
れ
や
ノ
、
体
格
は
小
さ
か
っ
た
o
車
の
数
も
少
く
、
取
扱
い
川
に
手
間
が
か
か
っ
た
o
穀
物
の
牧
磁
は
仰
で
な
さ
れ
、
平
の
刈
取
は
鈍
い
訳
、
ほ
な
平
刈
鈎
が
別
い
ら
れ
た
o
村
の
建
物
か
ら
耕
地
が
速
い
距
離
応
あ
る
た
め
に
、
決
村
生
治
の
砂
力
を
哨
加
し
た
。
食
料
と
た
る
ぺ
き
作
物
の
河
川
糾
は
少
な
か
っ
た
o
応
鈴
認
は
未
だ
知
ら
れ
て
居
ら
宇
、
共
他
の
根
菜
類
や
新
鮮
な
野
菜
類
は
箆
か
し
か
作
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
放
般
の
小
裂
や
ラ
イ
容
は
パ
ン
の
以
料
と
し
て
、
大
安
や
北
ハ
他
の
穀
物
は
奏
酒
の
政
治
一
周
に
作
ら
れ
た
。
腕
一
旦
と
そ
ら
一
旦
が
作
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
食
料
と
な
っ
た
叫
ん
け
も
あ
っ
た
が
、
一
般
に
家
畜
の
飼
料
と
し
て
則
い
ら
れ
た
。
農
業
用
家
畜
の
冬
期
の
飼
料
は
、
主
と
し
て
乾
平
の
形
で
外
ら
れ
た
。
し
か
も
.
m時
は
タ
ロ
l
パ
I
共
他
の
牧
草
を
人
工
的
に
乾
地
で
栽
埼
す
る
方
法
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
と
の
乾
パ
ヤ
は
も
っ
ぱ
ら
自
生
し
て
い
る
牧
平
地
か
ら
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
牛
・
馬
や
共
他
の
家
畜
に
到
し
て
冬
の
問
に
必
要
な
光
分
の
飼
料
を
川
な
す
る
こ
と
は
、
結
え
ざ
る
悩
み
の
積
で
あ
っ
た
。
か
か
る
図
維
が
あ
る
た
め
ば
、
食
料
と
し
て
飼
わ
れ
て
い
る
栄
市
は
、
秋
に
な
る
と
m枕
さ
れ
て
、
崎
武
と
し
て
貯
滅
さ
れ
た
。
中
世
時
代
の
不
健
康
な
生
活
の
大
な
る
原
因
は
、
と
の
塩
川
州
内
の
使
川
に
日
開
す
る
と
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
食
事
を
甚
だ
単
調
極
ま
る
も
の
と
な
し
た
か
ら
で
あ
る
。
馬
・
ιT
，
羊
・
阪
を
夏
期
に
放
牧
す
べ
き
場
所
と
し
て
は
、
殺
物
を
刈
取
っ
た
後
の
耕
地
や
、
休
耕
地
と
な
っ
た
土
地
が
選
ば
れ
た
。
}
つ
の
大
な
る
岡
の
中
の
す
べ
て
の
耕
地
は
、
同
じ
穀
物
が
作
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
牧
穫
の
時
は
同
一
時
期
に
行
わ
れ
た
。
従
っ
て
?
村
落
全
休
の
家
主
川
は
、
そ
の
刈
取
っ
た
後
の
耕
地
で
そ
こ
の
切
株
や
、
未
開
墾
地
。
草
や
、
次
の
搭
程
期
或
は
袋
一
い
季
節
が
来
る
以
前
に
耕
地
で
成
長
し
た
平
に
よ
っ
て
放
し
飼
に
さ
れ
る
と
と
が
で
き
た
。
又
乾
れ
が
刈
取
ら
れ
た
後
の
牧
平
地
も
放
牧
場
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
最
大
の
牧
場
は
「
共
同
放
牧
地
」
(
S
E
E
S
3広
三
乙
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
未
開
墾
の
原
野
や
森
林
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
十
三
世
紀
頃
の
英
図
で
は
、
治
ん
ど
す
べ
て
の
荘
園
で
か
な
り
康
範
固
に
わ
た
っ
て
見
附
さ
れ
た
。
す
べ
て
か
か
る
形
式
の
放
牧
地
は
、
村
落
全
体
の
家
畜
に
封
し
て
、
多
く
の
場
合
共
通
に
開
放
さ
れ
て
居
り
、
羊
飼
共
他
の
ほ
腕
人
の
位
債
の
下
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
時
と
し
て
は
般
国
の
領
主
や
何
人
の
所
有
の
下
に
あ
る
凶
い
込
ま
れ
た
牧
場
も
あ
っ
た
。
或
る
荘
園
で
は
、
各
州
人
が
所
有
す
る
エ
ー
カ
ー
数
は
全
く
不
規
則
で
b
っ
た
。
又
他
の
荘
園
で
は
著
る
し
い
規
則
性
が
見
ら
れ
た
。
一
人
で
耕
作
さ
れ
る
に
せ
よ
、
或
は
一
一
・
三
人
で
共
同
耕
作
さ
れ
る
に
せ
よ
、
一
般
的
な
規
則
性
は
な
か
っ
た
が
、
普
通
ヴ
ア
1
ゲ
l
ト
(己『
m
p
S
)
と
し
て
呼
ば
れ
る
一
円
伐
の
桃
地
川
内
川
は
三
O
エ
ー
カ
ー
が
れ
以
も
多
か
っ
た
。
或
ろ
舵
凶
で
は
、
十
人
或
は
十
五
人
の
農
奴
が
居
っ
て
、
或
る
一
定
数
の
ず
ア
1
ヂ
1
ト
を
弁
JH排
し
て
応
り
、
そ
の
他
数
人
の
段
以
が
か
γ
ヴ
ア
I
F
l
ト
或
は
間
八
刀
の
一
、
ず
ア
I
F
I
ト
を
耕
一
じ
て
居
っ
た
。
他
去
に
於
い
て
、
戎
る
勾
介
に
は
、
各
人
は
互
に
臭
っ
た
エ
ー
カ
ー
を
排
し
て
居
っ
た
。
し
か
し
殆
ん
ど
す
べ
て
の
場
合
に
、
村
氏
の
保
行
地
は
比
校
的
に
小
さ
か
っ
た
。
例
え
ば
、
ノ
1
フ
ォ
ー
ク
の
浅
沼
山
凶
で
は
、
三
十
六
の
保
有
地
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
O
は
一
O
エ
ー
カ
ー
以
下
、
八
は
一
O
か
ら
二
O
エ
ー
カ
ー
の
問
、
六
は
ニ
O
か
ら
一
二
O
エ
ー
カ
ー
の
問
、
二
は
三
O
か
ら
問
O
エ
ー
カ
ー
の
問
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ヱ
セ
ッ
ク
ス
の
あ
ろ
川
凶
で
は
、
九
の
保
有
地
が
各
々
五
エ
ー
カ
ー
、
こ
が
六
エ
ー
カ
ー
、
十
二
が
一
O
エ
ー
カ
ー
?
三
が
十
二
、
一
が
十
八
、
川
が
二
O
、
一
が
問
。
、
一
が
五
O
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
或
る
場
合
に
は
、
一
O
O
エ
ー
カ
ー
或
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
と
と
ろ
の
決
炊
の
保
行
地
が
は
川
さ
れ
る
と
と
が
あ
る
。
し
か
し
こ
の
叫
ん
H
は
全
く
例
外
で
あ
っ
て
、
村
氏
の
犬
家
は
極
め
て
小
さ
い
保
布
地
し
か
も
た
な
か
っ
た
。
ー
排
地
の
大
部
分
が
、
ヴ
ア
l
ヂ
l
ト
と
し
て
村
氏
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
た
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
の
大
部
分
は
荘
園
領
主
の
直
接
の
所
行
と
皆
川
刊
の
下
に
あ
っ
た
。
領
主
に
よ
っ
て
直
J
援
に
保
有
さ
れ
る
土
地
は
、
白
川
川
地
2
3
2ロ
内
)
と
呼
ば
れ
、
村
落
全
土
の
字
分
或
一
は
そ
れ
以
上
に
及
ぶ
と
と
が
多
か
っ
た
。
牧
草
地
や
放
牧
地
の
大
部
分
も
又
し
ば
し
ば
ず
・
べ
て
の
森
林
が
芭
領
地
に
含
ま
れ
て
い
た
。
直
領
地
の
巾
に
は
、
村
氏
の
土
地
か
ら
は
な
れ
て
居
り
、
閏
込
ま
れ
、
別
例
に
林
作
さ
れ
た
り
、
放
牧
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
っ
た
が
、
犬
部
分
は
良
奴
の
排
地
と
同
伐
に
、
開
放
排
地
の
中
に
散
在
し
、
同
一
方
法
で
耕
作
さ
れ
、
同
一
の
作
物
の
柏
村
換
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
む
領
地
は
決
炊
の
耕
地
と
は
川
仰
の
公
判
の
下
に
あ
っ
た
。
(一
ov
荘
園
の
階
級
的
情
成
・
:
:
:
:
・
:
す
べ
て
の
庇
図
は
領
主
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。
領
主
は
騎
士
・
郷
土
(
@
m
A
E
S
)
で
あ
る
と
と
も
あ
れ
ば
、
平
に
自
由
民
(
h
H
2
8
E
ω
ロ
)
で
あ
る
と
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
犬
多
数
は
武
族
、
併
正
(
r
r
r
。
匂
)
、
借
院
長
(prr
。。、
共
他
の
聖
職
者
連
及
び
図
主
で
あ
っ
た
。
し
か
し
舵
闘
が
紳
士
階
級
Q
2
3『
)
の
全
領
地
で
あ
ら
う
と
、
犬
貴
族
の
領
地
の
単
な
る
一
部
で
あ
ら
う
と
、
殺
合
の
領
地
で
あ
ら
う
と
或
は
又
悶
王
の
仮
地
で
あ
ろ
う
と
、
荘
園
領
主
と
し
て
の
土
地
所
有
者
と
借
地
長
公
2
8円
)
と
し
て
の
村
氏
と
の
関
係
は
同
一
で
あ
っ
た
。
紳
士
階
級
が
領
主
の
場
合
に
は
、
領
主
が
直
接
荘
園
を
管
理
・
支
配
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
共
他
の
場
合
に
は
、
領
主
の
代
り
に
管
理
人
(mg巧
良
品
)
が
居
っ
て
、
時
三
批
困
b
q
f
訪
ね
る
。
大
き
な
荘
園
に
は
し
ば
し
ば
常
駐
し
て
英
問
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
一
一
七
経
管
と
経
済
い
る
代
官
♀
丘
一
一
白
)
が
肘
っ
た
。
又
一
般
に
村
名
主
(Hgぐ
ら
が
居
っ
て
、
彼
は
村
氏
の
中
か
ら
怒
ば
れ
た
も
の
で
、
領
、
玉
の
た
め
に
芭
領
、
地
の
管
迎
事
務
を
行
っ
た
。
占
F
d
荘
闘
の
借
地
州
以
(
5
5
D
O
は
、
一
O
O
エ
ー
カ
ー
に
及
ぶ
民
い
耕
地
を
も
っ
才
か
ら
、
日
以
も
低
い
地
位
に
あ
る
小
屋
住
農
(
8
2
0
3
p
r
o
ぇ
2
)
に
い
た
る
ま
で
、
教
祖
の
段
階
が
あ
っ
た
o
，
小
屋
住
民
は
粗
ぷ
な
小
屋
(
η
2
2
m
o
)
に
住
み
、
学
エ
ー
カ
ー
か
問
分
の
一
ヱ
l
カ
，l
の
土
地
し
か
排
し
て
い
た
か
っ
た
。
中
に
は
一
全
く
土
地
を
も
た
な
い
折
、
も
川
っ
た
。
借
地
法
の
う
ち
の
或
者
は
自
由
民
2
R
O
S
E
E
)
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
北
ぺ
他
の
大
多
数
の
者
は
州
一
民
以
〕
(
三
E
p
n
g
g
g
a
u可
R
D
P
H
M
円
)
と
呼
ば
れ
た
。
二
分
の
一
或
は
問
分
の
一
ヴ
ア
l
F
1
ト
を
耕
し
τい
る
に
す
ぎ
な
い
者
は
、
字
決
以
浅
は
川
公
'
込
以
(
ど
ロ
Z
E
P
O
C
2同
2
ュ
=
巳
コ
)
と
呼
ば
れ
た
。
た
に
述
べ
た
上
う
コ
ヴ
タ
ー
に
、
故
も
低
い
地
位
に
あ
る
の
が
小
限
住
民
で
.
彼
等
は
仰
い
久
な
小
屋
に
住
み
、
土
地
を
も
た
な
い
か
或
は
僅
少
の
土
地
を
耕
ず
に
す
ぎ
な
h
1
J
-
二
O
，刀
J
4戸
、
A
-
白
山
氏
は
一
O
ハ
六
年
の
り
0
5
0
L
ミ
ゲ
o
o
r
に
引
仙
波
吉
れ
た
全
調
布
戸
数
二
八
三
，
二
四
二
中
十
二
%
を
占
め
、
農
奴
は
一
O
八
、
。
0
0
で
紋
ら
多
く
三
八
%
を
占
め
て
い
た
。
小
口
町
住
民
は
三
二
%
を
占
め
、
農
奴
と
同
校
に
マ
ナ
ー
の
経
済
生
活
に
か
な
り
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
。
ば
す
べ
て
こ
れ
ら
の
借
地
法
は
、
荘
園
領
主
か
ら
土
地
の
保
有
を
咋
訂
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
代
償
と
し
て
租
税
及
び
夫
役
努
助
其
他
極
々
の
封
迂
的
夜
間
ゆ
を
負
治
し
た
。
自
由
民
は
普
通
金
銭
を
貢
約
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
即
ち
彼
等
は
毎
年
一
定
時
期
に
一
定
額
の
シ
リ
ン
グ
或
は
ペ
ン
ス
を
領
主
に
支
↑
別
し
た
。
時
と
し
て
は
彼
等
は
鶏
や
卯
や
兆
他
の
物
品
を
、
物
納
の
形
式
で
貢
約
す
る
と
と
を
要
求
さ
れ
た
。
‘
か
か
る
金
銭
の
貢
納
や
物
品
の
貢
約
を
お
三
え
gm{NO
即
ち
法
定
地
代
と
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
白
山
氏
が
官
。
g
門
町
向
。
即
ち
臨
時
夫
役
(
r
o
g
z
者
。
与
問
)
の
義
務
を
領
主
に
釘
し
て
負
拾
す
る
と
と
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
た
か
っ
た
。
即
ち
ん
均
年
作
に
存
秋
の
鋤
返
し
ゃ
採
種
・
牧
波
別
等
の
山
政
削
除
矧
に
、
一
日
或
は
そ
れ
以
上
を
領
主
ρ
た
め
に
犬
役
持
問
と
し
て
働
く
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
そ
の
場
合
、
彼
自
ら
働
く
場
合
も
あ
っ
た
が
、
代
人
を
傭
っ
て
助
か
し
て
も
会
支
え
‘
広
か
っ
た
。
又
自
由
民
は
し
ば
し
ば
H
己
主
或
は
F
0
1
2
と
稀
さ
れ
る
土
地
相
続
税
を
久
治
し
た
。
リ
リ
ー
フ
と
は
相
続
に
よ
っ
て
土
地
を
得
る
引
合
、
相
綾
人
が
領
主
に
貢
納
す
る
金
額
で
あ
っ
て
、
ぞ
の
額
は
通
常
一
ヶ
年
分
の
羽
税
制
に
等
し
か
っ
た
。
ヘ
リ
オ
ツ
ト
と
は
死
亡
し
た
借
地
山
誌
に
よ
っ
て
浅
さ
れ
た
財
庄
の
中
か
ら
物
品
又
は
金
銭
で
貢
約
す
一
一
一
八
、
、
ι36
・a，
る
利
枕
で
あ
る
。
慣
習
に
上
っ
て
、
そ
の
財
山
の
巾
で
の
は
以
上
等
の
・
一
訳
文
M
を
納
め
る
か
或
は
そ
れ
に
代
え
て
そ
の
家
高
の
依
格
に
等
b
い
金
銭
を
貢
約
す
る
と
と
に
た
っ
て
い
た
。
し
か
し
多
く
の
舵
園
で
は
ヘ
リ
オ
ツ
ト
は
白
山
氏
に
よ
っ
て
は
貢
約
さ
れ
歩
、
そ
れ
よ
り
低
い
地
位
に
あ
る
農
奴
に
よ
っ
て
討
約
さ
れ
た
。
り
f
レ
エ
ン
没
収
に
よ
っ
て
れ
治
さ
れ
る
火
役
引
仙
と
口
約
と
の
形
式
は
程
々
あ
っ
た
。
彼
等
は
自
由
民
と
同
校
に
、
毎
年
一
定
の
時
期
に
金
銭
貢
約
を
な
し
、
又
物
川
川
一
以
一
別
に
於
い
て
は
H
山
氏
よ
り
は
一
ほ
頻
繁
に
そ
の
義
務
を
負
治
し
て
い
た
。
匂
土
地
を
相
続
す
る
場
合
。
貢
約
金
は
そ
の
令
・
仰
に
比
一
収
的
は
っ
き
り
し
た
限
度
が
定
め
ら
れ
て
い
た
か
っ
た
。
ヘ
リ
オ
ツ
ト
は
一
腎
普
遍
的
に
認
せ
ら
れ
、
そ
の
役
牧
も
一
居
段
重
で
あ
っ
た
。
舵
凶
側
、
主
に
汁
ず
る
彼
等
の
此
も
隷
凶
的
な
身
分
は
、
そ
の
例
人
的
な
且
つ
肉
体
的
な
夫
役
労
幼
に
表
現
さ
れ
て
い
た
。
一
般
的
に
決
以
は
ん
仙
沼
一
た
の
日
放
を
筒
、
一
十
一
ω辺
倒
地
で
附
河
川
ω
す
る
義
務
が
あ
っ
た
。
と
の
週
土
〈
役
(
君
。
。
庁
名
門
=
ご
は
ん
付
週
三
日
の
場
合
が
設
も
多
か
っ
た
が
、
或
る
叫
ん
H
に
は
二
日
、
或
は
問
日
の
時
も
あ
り
、
又
一
年
間
を
泊
じ
て
時
期
を
異
に
示
る
に
従
っ
て
、
毎
週
の
夫
役
日
教
を
具
に
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
と
の
他
に
、
光
に
述
、
べ
た
よ
う
な
官
2
2
r
o
即
ち
臨
時
夫
役
(ggszv己
門
的
〉
の
義
務
を
負
っ
た
。
そ
の
週
夫
役
と
臨
時
夫
役
と
の
内
容
は
主
と
し
て
農
業
労
倒
で
あ
っ
た
。
長
奴
は
ボ
と
秋
に
・
院
大
な
エ
ー
カ
ー
を
耕
す
と
と
が
要
求
さ
れ
た
。
時
間
い
地
域
か
ら
乾
平
を
刈
取
り
、
打
返
し
、
運
倣
す
る
と
と
。
多
査
の
肥
料
を
散
布
す
る
と
と
。
穀
物
を
納
屋
や
市
川
切
に
運
ぶ
こ
と
。
生
垣
を
作
り
、
活
を
掘
る
こ
と
。
柴
刈
り
。
穀
物
畑
の
雑
草
と
り
。
土
塊
の
打
砕
き
。
米
や
阪
の
飼
表
。
北
バ
他
の
農
業
労
働
。
道
路
の
修
築
や
橋
の
架
け
換
え
、
す
べ
て
こ
れ
ら
の
労
仰
は
、
各
経
閣
に
於
い
て
慣
習
と
し
て
農
奴
の
負
拾
に
な
っ
て
い
た
oy
週
夫
役
及
び
臨
時
的
な
諸
犬
役
等
を
合
せ
れ
ば
、
常
時
の
山
氏
奴
の
・
夫
役
労
働
の
負
拾
は
極
め
て
辛
労
多
き
も
の
で
あ
っ
た
。
平
均
し
て
農
奴
の
時
間
の
央
以
上
は
荒
国
領
、
王
に
封
す
る
諸
夫
役
労
働
に
残
や
さ
れ
た
。
、
.
z
y
p
t
 
ト
小
屋
住
農
は
負
拾
の
程
度
は
少
な
か
っ
た
が
、
長
奴
と
同
校
な
租
税
一
良
納
と
夫
役
労
働
の
義
務
を
負
拾
し
た
。
営
時
庚
く
行
わ
れ
た
慣
習
は
一
年
を
通
じ
て
、
毎
週
一
日
だ
け
領
主
の
た
め
に
犬
役
の
義
務
を
負
捨
し
、
又
正
規
の
租
税
一
民
約
と
臨
時
的
た
夫
役
義
務
も
負
捻
し
て
い
た。
し
か
し
乍
ら
、
土
地
保
有
の
慌
利
と
共
同
放
牧
地
利
用
の
様
利
の
外
に
、
農
奴
と
小
屋
住
農
の
過
重
な
負
捨
を
軽
減
し
、
そ
れ
を
償
う
い
く
ら
か
の
方
法
が
あ
っ
た
と
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
農
奴
が
な
す
正
規
の
夫
役
や
共
他
の
臨
時
的
な
夫
役
労
働
の
際
に
、
領
英
問
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
九
経
管
と
経
済
令、
一
O
川
村
は
毎
日
一
回
或
は
二
回
食
事
を
提
供
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
し
か
も
、
各
食
事
の
種
類
や
量
や
金
額
に
つ
い
て
規
定
す
る
習
慣
が
多
く
あ
っ
た
。
夫
役
に
閲
す
る
一
文
書
に
弐
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
「
す
ぺ
て
農
奴
は
秋
に
一
日
を
努
刈
り
の
夫
役
を
奉
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
彼
等
は
そ
の
食
事
と
し
て
パ
ン
を
妊
固
で
焼
く
た
め
に
小
奏
を
六
ブ
ッ
シ
ェ
ル
・
〔
一
プ
y
シ
ェ
ル
は
二
斗
一
合
儀
〕
興
え
ら
れ
、
そ
の
他
、
ス
ー
プ
と
肉
類
と
を
興
え
ら
れ
た
。
二
人
に
却
し
て
一
人
前
の
午
肉
と
チ
l
ズ
と
が
分
け
ら
れ
、
ピ
ー
ん
を
給
興
さ
れ
た
。
彼
等
は
又
秋
の
燕
委
の
刈
入
期
に
二
日
の
夫
役
労
働
に
版
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
勺
そ
し
て
パ
ン
と
し
て
六
ブ
ッ
シ
ェ
ル
の
ラ
イ
奏
、
ス
ー
プ
そ
の
他
一
人
営
六
四
の
練
、
チ
ー
ズ
、
飲
料
水
が
奥
え
ら
れ
た
。
」
自
由
民
の
公
租
と
夫
役
と
は
主
と
し
τ金
銭
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
温
室
で
は
な
か
っ
た
。
農
奴
の
そ
れ
ら
は
主
と
し
て
肉
体
的
な
夫
役
で
あ
っ
て
、
極
め
て
過
主
で
あ
っ
た
。
一
方
、
小
屋
位
決
の
そ
れ
ら
は
、
そ
の
保
有
地
が
少
い
と
ゅ
う
事
情
と
又
彼
等
が
日
傭
賃
銀
に
よ
っ
て
夫
役
以
外
に
多
く
稼
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
ゅ
う
事
情
と
に
よ
っ
τ、
貧
拾
が
よ
り
'
少
な
か
っ
た
Q
農
奴
と
小
屋
住
決
と
は
舵
凶
仮
主
か
ら
奴
隷
的
な
束
縛
を
公
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
彼
等
が
保
有
し
て
い
る
土
地
の
民
さ
と
か
、
十
一
出
仕
す
る
夫
役
の
会
少
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
法
制
上
の
身
分
に
法
く
も
い
り
で
あ
っ
て
、
官
時
決
・
炊
の
犬
家
は
奴
隷
的
扶
態
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
常
時
の
一
般
的
用
語
で
あ
る
ふ
戸
ロ
ロ
c
m
w
ロ同
Z
z
r
E
2
5
・。
5
2自
己
吉
田
"
は
向
宮
古
川
で
あ
り
、
小
屋
住
剛
氏
も
法
制
上
の
身
分
は
同
じ
奴
隷
的
境
遇
に
開
削
し
て
い
た
。
グ
4
レ
エ
ン
自
由
民
と
良
奴
即
ち
す
ぺ
て
営
時
奴
隷
的
身
分
に
あ
っ
た
者
と
の
区
別
は
、
必
や
し
も
明
瞭
な
も
の
で
は
な
い
。
彼
等
の
経
済
上
の
地
位
は
多
〈
相
似
た
も
の
で
あ
っ
て
、
雨
階
級
は
互
に
共
通
し
た
国
を
も
っ
て
い
た
@
し
か
し
、
農
奴
は
、
先
に
凡
た
よ
う
に
、
は
る
か
に
よ
り
過
重
な
封
怨
的
危
負
婚
を
領
主
に
封
し
て
負
っ
て
い
た
。
州
民
奴
は
特
別
丘
公
租
即
ち
運
上
を
負
拾
し
た
。
例
え
ば
決
奴
の
娘
や
時
と
し
て
は
そ
の
息
子
は
、
E
R
n
r
z
と
得
さ
れ
る
運
上
を
納
め
泣
け
れ
ば
結
婚
す
る
を
許
さ
れ
た
か
っ
た
。
決
奴
は
領
主
が
迎
合
と
考
え
る
ま
で
無
制
限
に
課
税
さ
れ
た
。
又
土
地
に
束
縛
き
れ
て
い
た
。
即
ち
、
よ
り
主
き
生
活
を
求
め
ん
が
た
め
に
舵
凶
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
泣
か
っ
た
。
若
し
決
奴
が
逃
亡
し
た
場
合
に
は
、
彼
の
領
、
王
は
逮
捕
令
欣
を
後
し
て
逃
亡
し
た
農
奴
を
連
れ
戻
す
と
と
が
で
き
た
。
他
の
荘
園
或
は
都
市
に
移
住
す
る
.
と
と
の
許
可
が
興
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
会
。
さ
な
と
稀
せ
ら
れ
る
人
頭
税
即
ち
定
期
的
た
迩
上
在
約
め
ね
ば
た
ら
な
か
っ
，
た
。
彼
は
促
主
に
汗
可
料
乞
支
梯
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
家
畜
を
琵
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
図
の
法
廷
で
は
何
も
立
場
を
ゐ
た
た
か
っ
た
。
領
主
を
相
手
取
っ
て
の
如
何
な
る
活
設
も
、
彼
が
尚
一
氏
奴
の
身
パ
刀
に
あ
る
と
ゅ
う
四
山
だ
け
で
成
立
し
得
な
か
っ
た
。
彼
が
積
り
と
な
し
得
る
唯
一
の
も
の
は
涯
凶
内
の
地
ト
ゲ
法
廷
で
あ
る
が
、
そ
と
で
は
領
、
一
千
一
向
け
ら
或
は
そ
の
代
官
が
支
配
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
法
律
の
翻
貼
か
ら
は
、
農
奴
は
彼
自
身
の
川
川
内
を
も
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
彼
の
所
有
財
庄
は
窮
極
に
於
い
て
は
領
主
の
財
産
で
あ
っ
た
。
し
か
し
と
の
法
迎
論
は
、
現
行
の
生
川
に
は
品
川
ん
E
泌
用
さ
れ
得
た
い
も
の
で
あ
っ
て
、
通
常
の
場
合
、
農
奴
は
慣
習
上
か
ら
、
彼
の
土
地
と
勤
庄
と
を
そ
の
子
係
に
自
ら
の
所
引
財
山
で
あ
る
か
の
如
く
譲
渡
す
る
と
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
十
三
吠
紀
に
英
同
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
民
奴
の
奴
隷
的
身
分
は
、
近
世
に
於
け
る
奴
隷
の
よ
う
に
践
格
な
法
律
的
な
窓
味
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
彼
等
が
土
地
に
束
縛
さ
れ
て
居
る
こ
と
や
、
過
主
な
犬
役
労
働
や
公
租
の
欣
態
か
ら
一
一
一
口
わ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
と
に
中
味
封
は
枇
人
げ
の
特
抗
で
あ
る
身
分
的
隷
属
的
関
係
が
見
ら
れ
る
か
.
ら
で
あ
る
。
自
由
民
が
農
奴
と
呉
る
賠
は
、
主
と
し
て
夫
役
労
働
を
金
銭
に
よ
っ
て
代
納
で
き
た
貼
で
あ
る
。
村
孫
に
は
土
地
の
排
作
者
で
な
く
て
、
従
っ
て
由
民
奴
の
階
級
に
局
し
て
い
な
い
者
も
少
数
居
っ
た
。
一
村
落
は
一
般
に
一
つ
の
彩
匿
を
た
し
て
い
た
の
で
、
村
溶
に
は
数
回
前
(
吉
岡
山
田
『
胃
5
C
が
居
っ
た
。
彼
は
通
常
解
放
耕
地
中
に
い
く
ら
か
の
エ
ー
カ
ー
を
耕
し
て
い
た
の
で
、
農
民
階
級
に
局
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
勿
論
彼
の
教
養
と
伶
肢
と
か
ら
一
般
法
民
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
水
車
工
場
は
領
主
の
有
利
伝
財
産
で
あ
っ
た
。
営
時
の
一
般
的
慣
習
と
し
て
、
農
民
は
そ
と
で
穀
物
を
製
粉
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
の
場
合
、
そ
の
使
用
料
を
支
掛
っ
た
。
と
の
満
点
椛
に
よ
っ
て
粉
ひ
き
殺
人
は
領
主
に
多
額
の
運
上
を
支
揃
い
、
し
か
も
彼
自
ら
富
裕
と
た
っ
た
と
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ
っ
• 
た
0
・
、
鍛
冶
職
人
も
多
く
の
場
合
舵
凶
内
に
居
っ
た
が
、
彼
は
直
領
地
で
使
う
鋤
や
お
他
の
餓
製
品
を
作
る
と
い
う
保
件
に
よ
っ
τ
、
一
般
的
た
夫
役
か
ら
時
々
兎
除
さ
れ
て
い
た
。
A
T
職
業
的
な
織
物
職
人
や
共
他
の
職
人
も
居
つ
だ
。
村
落
が
海
や
河
や
森
林
に
近
か
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
土
地
の
事
情
に
基
く
諸
産
業
に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
者
も
居
っ
た
。
じ
か
し
、
一
般
に
村
落
の
生
活
全
体
は
、
耕
地
、
牧
草
地
、
放
牧
地
を
中
心
と
し
て
た
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
農
民
の
枇
合
的
地
位
は
、
農
奴
階
級
は
別
と
し
て
、
彼
等
が
保
有
す
る
土
地
の
大
小
に
依
存
し
て
い
た
。
〈
四
〉
荘
園
の
裁
判
所
・
:
:
:
:
・
:
一
荘
園
は
一
荘
園
裁
判
所
の
管
轄
の
下
に
あ
っ
た
。
各
鮭
国
で
は
農
民
は
営
時
津
山
あ
っ
た
比
一
一
細
泣
裁
英
図
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
経
営
と
経
済
ー・
一一
一
判
所
の
事
件
や
立
法
上
の
事
件
の
た
め
に
し
ば
し
ば
集
合
し
た
o
荘
園
裁
判
所
の
段
も
詳
述
の
集
合
は
三
週
間
毎
に
一
回
で
あ
っ
た
o
も
っ
と
も
或
荒
園
で
は
一
年
に
三
回
或
一
は
二
回
じ
か
集
合
し
て
い
-
広
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
正
式
の
集
合
が
閃
か
れ
る
と
と
が
少
け
れ
ば
少
い
ほ
ε、
正
規
の
記
録
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と
と
も
少
く
た
る
の
は
沿
然
で
あ
ろ
う
。
州
泌
氏
の
諸
集
合
は
、
そ
れ
ら
の
集
合
の
召
集
者
の
様
力
関
係
や
、
そ
の
集
合
を
椛
成
す
る
農
民
の
階
級
に
よ
っ
て
各
位
の
万
一
別
が
生
じ
た
。
法
廷
が
犬
土
地
所
有
者
と
し
て
の
封
建
的
権
力
に
基
い
て
、
領
主
に
よ
っ
て
召
集
さ
れ
、
そ
の
取
扱
う
事
件
が
弐
の
げ
取
引
の
場
介
に
は
、
そ
れ
は
法
律
上
の
用
語
で
領
主
裁
判
所
会
2
2
g
g
D
)
と
呼
ば
れ
た
。
そ
れ
ら
の
事
項
と
は
1
土
地
の
相
続
・
筏
波
及
び
賜
刊
に
閲
す
る
こ
と
や
、
農
民
が
舵
因
。
慣
習
に
迷
反
し
た
り
、
そ
の
領
主
に
到
す
る
義
務
を
怠
っ
た
り
r
し
た
場
合
の
均
金
や
、
活
凶
の
小
役
人
の
怒
任
等
に
閲
す
る
と
と
で
あ
る
。
農
奴
だ
け
か
ち
構
成
さ
れ
て
い
る
法
廷
は
通
常
裁
判
所
会
5
Z
B
日『
g
d吋
門
)
と
呼
ば
れ
ろ
。
他
方
に
於
い
て
、
裁
判
所
が
一
般
的
た
犯
罪
や
、
小
犯
罪
.
契
約
の
不
履
行
、
量
目
の
ご
ま
か
し
即
ち
、
数
H
M
や
川
協
の
法
定
M
mい
そ
ご
ま
か
L
た
り
、
。
ハ
ン
や
ピ
l
ル
の
品
質
を
落
す
と
と
等
を
底
罪
心
た
り
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
川
被
刈
所
は
品
川
郎
裁
判
所
(gc円
二
。
。
門
)
と
呼
ば
れ
る
。
と
の
裁
判
所
に
は
連
出
2
2
2
r
主
主
問
。
)
の
制
度
が
あ
っ
た
。
連
座
は
古
米
の
制
度
で
、
す
べ
て
の
人
々
は
一
つ
の
集
刊
臼
に
公
録
さ
れ
る
.
義
務
が
る
り
、
し
か
も
そ
の
仲
間
の
誰
か
が
犯
罪
を
犯
せ
ば
、
そ
の
仲
間
は
そ
の
犯
罪
行
を
裁
判
の
た
め
に
連
れ
て
来
ね
ば
た
ら
ぬ
義
務
が
あ
っ
た
。
活
出
制
度
で
は
、
登
録
し
た
い
者
に
は
罰
金
を
科
し
た
c
筑
主
裁
判
所
と
油
川
市
裁
判
所
で
は
倍
席
者
全
部
が
判
別
と
伝
り
、
領
主
を
代
表
す
る
代
官
(
2
0
4
q
ミ
仏
)
が
裁
判
長
と
た
っ
た
。
一
方
、
記
録
裁
判
所
で
は
、
代
官
が
決
氏
の
賞
際
上
の
判
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
資
際
に
於
い
て
は
川
と
れ
ら
の
医
別
は
明
ら
か
で
泣
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
叉
定
期
的
た
集
合
が
あ
ら
ゆ
る
重
要
た
事
項
に
つ
い
て
閃
か
れ
た
で
あ
ろ
う
。
又
得
議
の
方
法
は
、
法
廷
召
集
。
様
力
関
係
と
は
無
関
係
に
、
仙
々
の
荘
園
で
憤
習
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
。
舵
図
裁
判
所
は
領
主
を
代
表
す
る
代
官
或
は
兆
他
の
役
人
が
裁
判
.
長
で
あ
っ
た
。
す
ぺ
て
の
成
年
の
引
の
災
民
は
出
廷
す
る
筈
に
た
っ
て
い
'
た
が
、
何
人
も
召
喚
に
応
や
る
義
務
が
あ
っ
た
。
通
常
裁
判
所
は
舵
国
毎
に
問
か
れ
た
が
、
数
叶
の
相
隣
?
J
荘
園
を
支
配
し
て
い
る
領
主
ウ
d
・
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
ケ
所
で
全
体
の
た
め
の
裁
判
所
を
開
廷
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
多
数
の
庇
国
主
所
領
と
し
て
い
る
領
主
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
代
官
が
一
つ
の
荘
園
或
は
一
群
の
荘
園
か
ら
、
他
の
班
国
へ
或
は
他
の
群
へ
移
動
し
て
行
っ
て
、
各
所
で
裁
判
所
を
閉
廷
し
て
い
た
。
十
三
吠
紀
が
絡
る
前
に
、
般
国
裁
判
所
の
誌
記
録
は
、
少
'
U
と
も
そ
の
比
較
的
主
要
な
誌
記
録
は
、
著
る
し
く
そ
の
正
確
さ
と
嬰
市
さ
と
を
別
し
て
い
る
の
で
、
我
々
が
巾
叶
一
後
馴
O
M山
内
AAomし
い
生
活
状
態
を
川
り
作
る
の
ぽ
、
現
存
し
て
い
る
煎
困
裁
判
所
の
多
数
の
記
銘
に
基
く
の
で
あ
る
。
法
廷
で
以
ほ
わ
札
た
引
作
の
河
川
、
と
金
も
訟
、
び
た
だ
し
い
も
の
で
あ
る
。
辺
氏
が
死
亡
し
た
時
、
彼
の
後
絃
者
が
土
地
の
一
円
賜
典
に
あ
づ
か
る
ο
は
.
川
品
川
及
川
川
所
ω
m
wん
川
川
に
於
い
ぺ
で
あ
る
o
釆
地
相
前
川
叫
が
算
定
さ
れ
る
の
は
そ
と
に
於
い
て
で
あ
り
、
又
そ
と
で
死
討
の
叫
川
流
か
ら
川
代
さ
れ
る
F
1
2
(物
納
川
悦
沿
)hm
記
録
さ
れ
た
。
そ
こ
で
土
地
の
新
賜
興
が
な
さ
れ
、
或
る
農
民
に
よ
る
土
地
の
一
品
波
・
代
川
・
此
犯
や
.
他
の
口
氏
え
の
土
地
川
宛
が
公
示
さ
れ
た
。
か
か
る
土
地
の
移
持
が
な
さ
れ
る
度
毎
に
、
領
、
王
に
到
し
て
料
金
が
之
州
わ
札
た
。
々
の
生
う
な
心
円
以
は
い
つ
も
見
出
さ
れ
る
。
「
ダ
ル
ハ
ム
の
ジ
ョ
ン
は
法
廷
に
出
廷
し
て
、
従
来
リ
チ
ヤ
l
ド
・
ア
プ
ラ
ス
が
保
行
し
、
羽
山
で
は
竹
之
の
此
に
子
役
し
て
い
る
抵
台
地
(
O
B
Z
L
'
E
D
L
)
を
子
に
入
れ
た
。
彼
は
従
来
リ
チ
ヤ
ー
ド
が
負
捺
し
て
い
た
公
川
や
犬
花
を
久
的
し
、
そ
の
生
川
に
わ
た
っ
て
そ
の
土
地
を
保
有
す
る
徒
で
あ
る
。
彼
は
登
記
料
と
し
て
六
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
主
文
仰
っ
た
。
」
一
ー
ア
グ
ネ
ス
・
メ
l
ペ
リ
ー
は
、
彼
女
の
ほ
が
保
有
し
て
い
た
問
分
の
一
ヴ
ブ
I
F
l
ト
の
土
地
の
所
有
を
許
さ
れ
、
領
、
一
上
に
登
沼
料
と
し
て
三
十
三
シ
リ
ン
グ
四
ペ
ン
ス
を
支
悌
っ
た
。
」
土
地
所
有
限
に
つ
い
て
の
争
や
所
有
財
夜
と
相
伎
に
つ
い
て
の
諸
問
題
が
昨
決
さ
れ
た
。
多
く
の
場
合
、
均
一
明
・
求
者
の
請
願
に
よ
っ
'
て
、
，
千
数
料
を
支
仰
っ
た
上
で
、
陪
容
が
許
さ
礼
た
。
他
の
極
類
の
事
件
は
f
荘
闘
の
吹
川
口
芯
反
や
領
主
が
定
め
た
諸
規
則
の
侵
犯
に
討
す
る
罰
金
の
決
定
.
或
は
犯
非
人
の
土
地
の
淡
牧
に
閲
ず
る
諸
事
件
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
犯
罪
と
は
、
例
え
ば
、
農
奴
が
無
許
可
で
結
婚
し
た
と
と
、
犬
役
の
慨
怠
、
悦
‘
一
土
の
ネ
併
の
中
へ
農
民
の
羊
を
入
り
込
ま
せ
た
こ
と
、
木
村
や
仰
木
の
伐
保
、
耕
地
や
牧
草
地
や
入
合
地
に
不
法
な
路
を
治
る
こ
と
、
他
人
の
排
地
や
入
合
地
応
鋤
を
入
れ
て
侵
略
す
る
こ
と
、
領
主
の
水
平
工
場
に
粉
挽
き
に
や
ら
ぬ
こ
と
等
で
あ
る
。
時
と
し
て
は
犯
罪
が
上
り
一
般
的
な
性
伎
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
あ
っ
た
Q
例
え
ば
、
目
瓦
目
の
ご
ま
か
し
、
契
約
の
不
履
行
、
誹
誘
、
暴
行
、
財
産
の
侵
害
等
で
あ
る
。
裁
判
所
の
他
の
仕
事
の
分
野
は
、
舵
図
の
小
役
人
即
ち
村
名
主
(
ロ
司
0
2
0
)
、
刈
入
役
(
m
g
p旬
。
之
、
安
沼
隈
浩
役
(
乱
。
E
Z
2
0
H∞
)
共
他
の
選
任
で
あ
る
。
か
か
る
諸
役
は
法
氏
に
よ
っ
て
怒
撃
さ
れ
、
領
主
又
は
代
官
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
リ
I
プ
役
目
の
遂
行
は
農
奴
階
級
に
と
っ
て
重
い
負
拾
の
一
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
或
農
奴
が
村
名
主
の
役
目
を
果
す
時
に
は
、
彼
山
川
、
負
拾
し
て
い
る
公
租
と
夫
役
の
一
部
が
兎
除
さ
れ
る
と
と
は
営
時
の
習
慣
で
.
あ
っ
た
。
最
後
に
班
園
裁
判
所
の
集
合
は
、
入
合
地
の
使
用
や
共
他
の
共
通
の
利
盆
に
関
す
る
一
般
的
規
則
の
制
定
又
秩
序
を
保
つ
た
め
の
代
官
の
命
令
の
公
台
等
に
利
用
さ
れ
た
。
英
国
中
世
の
マ
ナ
1
主
ギ
ル
ド
ーー
一一
一
経
営
と
経
済
一一一四
領
主
の
財
産
と
し
て
の
紅
困
:
:
:
庭
園
は
極
々
な
る
貼
で
領
主
に
と
っ
て
利
益
多
き
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
貨
幣
と
物
品
と
で
い
ろ
い
ろ
の
租
税
を
と
り
上
げ
た
。
と
の
中
に
は
自
由
民
と
農
奴
と
か
ら
と
り
上
げ
る
度
目
一
旦
衡
の
使
用
料
や
水
車
エ
場
の
使
用
料
及
び
そ
の
他
の
も
の
が
合
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
直
領
地
の
耕
作
に
よ
っ
て
得
ら
作
る
利
九
位
が
あ
っ
た
。
と
の
黙
に
於
い
て
、
彼
は
封
建
領
、
王
の
特
椛
と
し
て
、
そ
の
労
働
力
の
供
給
を
土
地
に
拘
束
さ
れ
、
し
か
も
領
主
が
欲
す
る
映
り
白
山
に
賃
銀
を
興
え
な
い
で
使
役
し
得
る
農
奴
に
仰
ぐ
と
と
が
で
き
た
。
故
後
に
、
荘
園
裁
判
所
か
ら
の
牧
入
が
あ
る
。
と
れ
は
多
く
の
路
知
に
上
る
と
と
ろ
の
千
数
料
や
罰
金
の
外
に
、
代
官
や
立
バ
他
の
役
人
が
集
め
た
微
牧
金
か
ら
博
成
さ
れ
て
い
た
。
か
か
る
多
mm郊
の
公
租
や
諸
牧
入
が
相
集
っ
て
、
涯
図
領
主
の
所
得
と
な
っ
た
。
郷
土
令
官
町
と
や
騎
士
の
伊
、
地
は
、
年
収
入
が
十
ポ
ン
ド
か
ら
二
十
ポ
ン
ド
し
か
泣
い
m
単
一
の
控
図
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
の
所
得
も
、
多
数
の
荘
園
を
支
配
す
る
大
貴
族
や
は
め
る
修
道
院
や
司
我
山
川
u
M
の
所
得
と
同
校
に
、
主
と
し
て
と
れ
ら
の
公
租
や
諸
牧
入
か
ら
成
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
政
府
の
収
入
の
一
部
分
は
、
凶
一
十
一
が
侃
訂
す
る
舵
凶
か
ら
の
牧
入
で
あ
っ
た
Q
中
世
の
舵
凶
は
そ
れ
自
ら
一
‘
の
小
さ
な
悦
界
で
あ
っ
た
。
保
主
の
利
谷
一
の
た
め
に
耕
作
さ
れ
る
也
領
地
を
俳
成
す
る
多
数
の
散
在
せ
る
耕
地
、
白
山
氏
や
也
悦
災
地
に
大
部
分
の
労
倒
力
を
供
給
す
る
必
奴
'
誌
に
よ
っ
で
保
有
さ
れ
る
散
在
せ
る
保
地
の
多
数
の
小
さ
な
集
園
、
領
主
や
官
込
の
林
地
で
の
日
傭
稼
ぎ
に
よ
っ
て
主
と
し
て
生
け
を
総
持
す
る
作
男
に
よ
っ
て
保
有
さ
れ
る
狭
い
耕
地
、
羊
や
持
他
の
家
畜
の
た
め
の
共
同
放
牧
地
や
阪
の
放
飼
の
た
め
の
森
林
の
使
用
様
、
す
ぺ
て
こ
れ
ら
の
も
の
が
相
集
っ
て
誌
や
お
組
織
を
侍
成
し
、
か
く
て
封
建
領
主
の
収
入
を
確
保
し
、
村
落
の
住
民
に
討
し
て
食
料
と
原
始
的
内
会
の
以
料
を
供
給
し
、
い
〈
ら
か
の
徐
剃
生
産
物
の
資
却
を
可
能
な
ら
し
め
た。
中
世
舵
閣
に
於
け
る
生
活
は
困
苦
が
多
か
っ
た
。
住
民
ο大
多
数
は
奴
隷
的
境
惑
の
主
荷
主
負
っ
て
肘
り
、
す
べ
て
自
由
民
も
農
奴
も
共
に
労
働
の
困
難
、
食
物
の
粗
悪
と
単
調
さ
、
不
健
康
た
環
境
、
袋
一
以
の
股
し
さ
、
疫
病
の
流
行
に
悩
ま
さ
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
宇
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
浪
、
村
人
口
の
犬
家
の
慰
安
の
一
般
的
欣
態
は
、
そ
の
後
の
如
何
な
る
時
代
に
も
劣
ら
ぬ
位
の
高
さ
を
も
っ
て
い
た
。
食
物
は
賃
銀
に
比
一
収
し
で
か
な
り
尿
く
、
何
人
も
い
く
ら
か
で
も
土
地
を
も
っ
て
い
る
た
め
に
、
極
貧
者
で
も
餓
餓
を
兎
れ
得
た
。
加
う
る
に
、
官
時
の
慣
習
か
ら
.V
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
公
租
や
夫
役
は
、
後
の
時
代
に
時
々
見
ら
れ
た
よ
う
に
負
拾
力
の
限
度
を
越
え
て
極
端
に
苛
酷
で
な
か
っ
た
の
で
、
は
げ
し
い
闘
争
は
起
ら
な
か
っ
た
。
村
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
生
活
慣
習
は
、
村
の
中
で
の
祉
交
性
を
著
る
し
く
増
し
た
に
ハ
五
)
相
川
辺
な
く
‘
そ
の
と
と
が
或
る
他
の
時
代
や
場
所
を
特
色
づ
け
た
よ
う
な
淋
し
さ
か
ら
川
図
生
前
を
救
っ
た
で
あ
ろ
う
。
経
治
上
の
視
賠
よ
り
も
む
し
ろ
枇
作
的
見
地
か
ら
、
巾
世
般
国
の
生
活
は
右
の
よ
う
な
符
恨
の
優
位
と
そ
の
孤
立
性
と
に
よ
っ
て
特
色
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
舵
凶
の
す
べ
て
の
住
民
は
正
に
不
思
議
な
ほ
ど
密
接
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
居
り
、
又
そ
の
故
に
彼
等
は
他
の
世
界
か
ち
完
全
に
孤
立
し
て
い
た
。
共
川
放
牧
地
、
川
此
耕
地
に
於
け
る
保
有
地
の
混
在
、
山
侃
地
で
の
日
々
の
夫
役
の
共
同
作
業
、
住
居
の
接
近
、
同
一
数
民
政
令
の
れ
徒
、
山
川
裁
判
所
で
の
共
Mm廷
、
と
れ
ら
す
べ
て
の
と
と
は
村
洛
を
特
殊
な
統
一
的
組
織
体
た
ら
し
め
た
。
経
済
的
に
、
法
作
的
に
或
は
ん
一
川
政
的
に
、
他
の
川
休
か
ら
碕
ん
ど
孤
立
し
た
求
心
的
な
生
前
は
、
従
勤
や
進
歩
に
封
し
て
障
害
と
な
っ
た
。
そ
の
と
と
は
液
図
を
他
え
で
の
交
泊
を
妨
げ
、
允
八
…
迎
的
な
附
民
感
情
の
溌
展
を
阻
害
し
た
。
般
国
生
活
は
中
世
時
代
を
特
色
づ
け
る
静
態
的
基
礎
の
上
に
築
か
れ
て
い
た
。
ハ
詰
〉
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〉
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史
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小
松
芳
諮
、
封
建
英
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と
そ
の
崩
壊
泊
程
、
司
・
虫
l
m
・
ハ
5
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・
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中
世
の
都
市
左
ギ
Y
ド
ハ
一
)
都
市
の
行
政
:
j
i
-
-
-
十
三
世
記
の
央
頃
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
は
、
そ
の
大
さ
や
統
治
形
式
や
住
民
の
臓
部
品
、
と
い
う
勤
"
で
同
合
の
農
村
と
は
兵
る
と
と
ろ
の
都
市
が
二
O
O位
あ
っ
た
o
ロ
ン
ド
ン
は
恐
ら
く
二
時
五
千
人
位
で
、
ヨ
ー
グ
と
プ
リ
ス
ト
ル
は
各
々
一
高
人
位
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
o
北
パ
他
の
都
市
の
人
口
は
千
人
か
ら
六
千
人
位
の
問
で
あ
っ
た
。
英
図
中
世
都
市
の
設
も
普
通
の
人
口
は
恐
ら
く
千
五
百
f
人
か
ら
問
千
人
の
問
で
あ
っ
た
ろ
う
J
そ
れ
ら
の
都
市
の
大
部
分
は
域
住
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
が
、
英
図
で
は
か
か
る
保
護
の
必
要
は
殆
ん
ど
無
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
英
国
都
市
で
は
軍
事
的
方
面
は
僅
か
し
か
護
法
し
な
か
っ
た
。
大
寺
院
(
の
丘
町
Mag-〉
が
い
め
り
、
そ
の
故
に
司
教
管
区
で
あ
っ
た
都
市
は
シ
テ
ィ
(
n
p
と
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
他
の
都
市
は
す
べ
て
パ
ラ
(ggcmご
と
稀
さ
れ
た
が
、
と
の
き
ア
イ
と
パ
英
問
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
二一五
鐙
替
と
経
冊
目
一一一六
ラ
の
区
別
は
い
つ
も
明
ら
か
に
区
別
し
て
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
都
市
は
そ
の
行
政
の
形
式
に
著
る
し
い
相
違
が
あ
っ
た
が
、
す
べ
て
そ
の
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
同
王
或
は
貴
族
、
修
道
院
、
司
教
か
ら
特
許
以
(
己
Z
同
件
。
と
を
も
ら
っ
た
。
特
許
欣
は
住
民
の
問
に
承
認
さ
れ
て
来
た
古
来
の
諸
慣
習
を
都
市
の
様
利
で
あ
る
と
し
て
宣
言
し
、
都
市
に
或
間
の
川
円
以
や
各
位
の
兎
除
や
自
治
慌
を
胤
(
え
る
と
と
を
規
定
し
た
。
と
れ
ら
の
諸
作
慌
の
う
ち
で
は
以
も
普
遍
的
で
あ
り
且
つ
主
要
で
あ
っ
た
の
は
、
，
次
の
認
作
様
で
あ
る
。
都
市
は
自
ら
が
遁
営
で
あ
る
と
考
え
た
金
額
だ
け
の
租
税
や
諸
料
金
を
、
市
民
か
ら
ル
決
め
て
そ
れ
を
一
指
し
て
悶
王
や
領
主
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
都
市
は
多
く
の
訴
訟
事
件
や
犯
罪
に
つ
い
て
、
市
川
氏
に
到
し
て
司
法
慌
を
行
伎
し
如
何
た
。
か
く
て
市
民
連
は
白
人
組
や
州
裁
判
所
に
よ
っ
て
裁
か
れ
る
と
と
か
ら
兎
れ
得
た
。
図
王
か
ら
特
託
収
を
件
た
沼
市
の
市
民
は
、
全
悶
を
通
じ
て
各
極
の
税
金
を
兎
除
さ
れ
た
。
都
市
は
都
市
内
で
の
商
業
を
統
制
す
る
各
mm
の
法
令
や
況
則
を
州
内
心
し
ね
た
。
沼
市
の
財
産
の
仇
品
川
北
や
内
部
の
諸
行
政
一
般
に
つ
い
て
も
同
校
で
あ
る
。
又
か
か
る
消
法
令
を
札
一
行
す
る
た
め
の
役
人
を
も
恕
任
L
作
た
。
部
市
の
役
人
は
都
市
を
代
表
し
て
、
他
の
都
市
や
政
府
首
局
と
交
渉
し
た
。
十
三
世
紀
の
終
凶
か
ら
沢
な
る
都
市
は
す
べ
て
吋
仙
台
に
代
米
有
を
沿
っ
た
。
こ
れ
ら
の
濁
立
の
諸
特
擦
は
必
や
し
も
す
べ
て
の
都
市
が
も
っ
て
い
、
た
わ
け
で
な
く
、
又
戎
る
都
市
は
右
の
作
椛
以
外
の
特
慌
を
も
っ
て
い
た
。
都
市
の
此
初
の
特
許
欣
は
漠
然
と
し
て
居
り
、
安
岱
な
規
定
を
欠
く
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
時
の
経
過
と
共
に
新
し
い
特
許
欣
が
加
え
ら
れ
、
そ
れ
と
共
に
新
し
い
作
慌
が
増
し
、
古
い
諸
椛
利
が
一
府
川
阪
に
規
定
さ
れ
た
。
都
市
の
地
域
内
に
住
ん
で
い
る
者
が
す
べ
て
弔
唯
一
寸
に
と
れ
ら
の
は
川
村
山
を
享
有
L
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
抗
出
利
は
活
情
市
民
(
の
X
5
5
2
r
a
o
m
m
g〉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
‘
人
々
に
限
ら
れ
て
居
り
、
完
全
な
市
民
椛
は
主
と
し
て
都
市
の
限
界
門
に
家
屋
と
土
地
と
を
所
有
し
τ
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
定
っ
た
。
バ
ー
ジ
エ
ス
市
民
の
外
に
、
外
岡
入
、
ユ
ダ
ヤ
入
、
荘
園
か
ら
逃
亡
し
て
来
た
段
以
或
は
そ
の
都
市
で
生
れ
た
食
認
す
等
が
肘
っ
た
が
、
彼
等
は
か
か
る
税
特
慌
を
字
有
し
な
か
っ
た
。
市
民
と
し
て
の
諸
椛
利
を
享
有
じ
な
か
っ
た
こ
れ
ら
の
人
々
も
込
村
の
決
奴
の
生
活
欣
態
よ
り
は
、
多
く
の
，
貼
で
悦
れ
て
い
た
。
右
に
述
べ
た
都
市
の
諸
特
慌
の
外
に
、
市
民
は
す
べ
て
人
格
的
に
白
山
で
あ
っ
て
、
、
延
闘
の
わ
や
ら
わ
し
い
夫
役
や
運
上
か
ら
全
く
仰
此
さ
れ
て
い
た
。
又
都
市
の
土
地
保
有
能
は
、
中
叶
一
時
代
に
見
ら
れ
た
賢
際
の
土
地
所
有
椛
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
(
二
〉
商
人
ギ
ル
ド
・
J
i
-
-
:
:
都
市
は
そ
の
住
民
が
生
計
を
維
持
す
る
版
業
に
よ
っ
て
農
村
か
ら
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
の
第
一
は
商
業
で
あ
り
、
第
二
は
製
治
工
業
即
ち
営
時
の
手
工
業
で
あ
る
。
多
く
の
市
民
は
都
市
の
周
回
に
い
く
ら
か
-ω
土
地
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
勿
九
州
が
会
も
行
わ
れ
た
。
と
こ
で
彼
等
は
投
物
を
牧
位
し
、
家
畜
を
飼
養
し
た
。
ζ
札
ら
の
多
数
の
版
業
の
う
ち
で
、
都
市
に
そ
の
特
色
を
i
mぇ
、
そ
の
存
立
を
支
え
た
も
の
は
市
主
で
あ
っ
た
o
外
関
商
品
が
海
外
か
ら
都
市
に
除
入
ざ
れ
、
荘
園
の
徐
利
生
琵
物
は
そ
と
で
販
貸
さ
れ
た
。
図
内
の
各
地
方
の
生
内
物
が
都
市
に
片
山
ま
り
、
そ
と
で
安
川
具
さ
れ
た
。
そ
の
都
市
内
で
つ
く
ら
れ
た
パ
ン
、
肉
類
、
魚
類
等
の
食
物
の
み
な
ら
や
J
、
紋
物
、
氏
問
、
比
平
、
木
工
製
品
、
皮
製
品
、
金
属
製
品
が
日
目
さ
れ
た
。
か
か
り
の
取
引
の
保
護
と
統
制
と
の
た
め
に
、
商
人
ギ
ル
ド
(
g
o叫
nrz
明
日
記
)
が
、
各
川
市
に
後
生
し
た
。
商
人
ギ
ル
ド
は
版
民
の
業
務
氏
習
慣
的
に
従
事
す
る
都
市
の
住
民
は
す
べ
て
合
ん
で
い
た
よ
う
に
川
山
わ
れ
る
。
ギ
ル
ド
の
机
ん
H
Hは
必
宇
し
も
市
民
と
同
一
で
は
な
か
っ
た
。
都
市
の
外
側
に
住
ん
で
い
る
者
で
ギ
ル
ド
に
入
ん
刊
を
認
め
ら
れ
て
い
る
仏
れ
も
あ
り
、
又
都
市
の
住
民
で
ギ
ル
ド
に
入
令
し
て
い
お
い
ψ
者
も
居
っ
た
。
し
か
し
、
都
市
の
住
民
は
す
ぺ
て
¥
 
何
等
か
の
形
に
於
け
る
尚
治
で
生
日
を
た
て
て
い
た
か
ら
、
、
市
民
の
同
休
は
ギ
ル
ド
組
合
員
の
間
体
と
著
る
し
く
呉
る
筈
は
な
か
っ
た
。
商
人
ギ
ル
ド
は
特
定
の
分
野
の
山
本
の
統
制
に
閲
し
て
は
、
市
政
府
と
同
校
の
椛
成
を
も
っ
て
居
り
、
司
法
'
財
政
・
行
政
上
の
椛
力
を
も
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
ギ
ル
ド
は
特
定
の
向
山
本
と
工
業
と
を
統
制
す
る
た
め
の
市
民
の
間
休
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
グ
ギ
ル
ド
存
・
伐
の
市
一
一
な
る
川
川
.
山
は
、
そ
の
組
札
口
員
の
た
め
に
商
業
の
濁
占
を
紋
持
す
る
と
と
に
あ
っ
た
吐
都
市
の
商
人
ギ
ル
ド
に
属
、
し
な
い
者
は
、
ギ
ル
ド
が
定
め
た
保
件
に
従
う
の
で
な
け
れ
ば
資
買
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
チ
チ
ヱ
ス
タ
I
(
n
v門会
g
zろ
に
興
え
ら
れ
た
へ
ン
リ
l
二
仕
の
特
許
欣
中
に
「
商
人
ギ
ル
ド
の
者
に
あ
ら
、
下
し
て
何
人
も
チ
チ
ェ
ス
タ
1
市
内
で
織
物
小
資
を
な
す
可
ら
、
千
」
と
の
規
定
が
あ
っ
た
。
川
外
同
人
及
び
英
国
内
の
他
の
都
市
か
ら
来
た
尚
人
は
、
ギ
ル
ド
組
合
員
の
利
径
を
害
す
る
よ
う
な
方
法
で
頁
賀
す
る
と
と
を
伐
ぜ
ら
れ
た
。
彼
等
は
ギ
ル
ド
の
規
則
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
泊
り
の
時
と
場
所
と
商
品
と
に
限
っ
て
賀
町
民
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
等
は
あ
ら
ゆ
ろ
場
合
に
市
場
枕
(
件
。
巴
印
)
を
支
悌
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ギ
ル
ド
員
は
兎
除
さ
れ
て
い
た
リ
サ
ザ
ム
プ
ト
ン
で
は
失
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
。
「
何
人
も
ギ
ル
ド
商
人
か
市
民
慌
を
も
っ
者
か
で
な
い
限
り
、
ザ
ザ
ム
プ
ト
ン
市
内
で
買
賀
し
で
は
な
ら
な
い
o
」
同
様
正
、
ラ
イ
ス
タ
ー
で
は
一
二
六
O
年
に
、
ギ
ル
ド
前
人
は
何
人
と
い
え
ど
も
外
来
者
と
組
合
を
つ
く
り
、
彼
に
羊
毛
兆
他
の
商
品
の
販
買
に
よ
る
利
径
を
符
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
の
法
令
が
定
め
ら
れ
た
。
、
商
人
ギ
ル
ド
は
外
部
の
者
の
競
争
に
封
し
て
、
組
合
内
部
の
者
の
利
益
を
保
護
す
る
関
係
に
立
っ
て
い
た
の
で
、
常
に
一
の
友
愛
間
体
(
m
r
2
0叫ロ
r
S
と
考
え
ら
れ
、
か
く
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
の
組
合
員
は
す
べ
て
共
同
の
費
用
を
分
援
し
、
相
互
に
同
胞
(
r
R岳司
g)と
英
国
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
/
一一一七
密
告
と
経
済
一
一
一
八
呼
び
合
っ
て
、
仲
間
の
聞
の
競
守
は
最
少
限
度
に
ま
で
給
少
さ
れ
た
。
例
え
ば
弐
の
よ
う
な
規
定
が
あ
っ
た
。
「
ギ
ル
ド
の
商
人
は
何
人
も
他
の
ギ
ル
ド
良
が
購
入
す
る
す
べ
て
の
商
品
に
つ
い
て
分
前
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
仰
人
が
商
業
の
利
益
を
狛
占
し
で
は
な
ら
な
か
っ
た
。
取
引
の
現
場
で
は
、
組
合
員
は
何
人
も
己
の
欲
す
る
部
分
に
討
し
て
支
抑
の
砂
防
保
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
取
引
に
参
加
し
得
た
。
商
品
或
は
原
料
を
多
く
購
入
し
た
者
は
、
そ
の
現
場
に
あ
る
ギ
ル
ド
員
に
原
促
で
一
誌
る
義
務
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
パ
ア
ウ
イ
ツ
ク
(
回
2
豆
島
)
で
は
鰍
を
津
山
に
購
入
し
た
者
は
そ
こ
に
居
合
せ
た
机
令
員
に
原
侃
で
八
刀
け
ね
ば
な
ら
宇
、
又
そ
と
に
居
な
か
っ
た
者
も
原
債
の
他
に
、
買
手
に
十
二
ペ
ン
ス
の
利
益
を
掛
っ
て
分
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
o
m
w
又
ギ
ル
ド
が
同
体
と
し
て
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
利
盆
は
各
組
合
員
に
分
配
さ
れ
、
又
防
入
し
た
勾
人
川
に
は
原
悦
で
各
ギ
ル
ド
員
に
八
刀
け
ら
れ
た
o
m
w
商
人
ギ
ル
ド
は
最
高
の
地
位
に
あ
る
一
人
の
長
者
会
5
2
g
g〉
(
時
に
は
二
人
)
に
よ
っ
て
統
轄
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
下
に
二
人
或
は
四
人
の
司
君
島
g
r
恥
nroぐ
円
ロ
師
"
回
日
当
日
F
m
r
i
D
r
ル
ー
す
の
名
で
呼
は
れ
る
役
員
が
居
た
o
と
の
長
老
と
役
員
は
ギ
ル
ド
の
集
合
即
ち
朝
合
(自
O
H
己
お
も
g
n
r
)
で
任
命
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
内
そ
の
，
M
限
は
所
に
よ
っ
て
著
る
し
い
相
違
が
あ
る
が
、
大
体
民
於
い
τ、
集
合
や
宴
.
合
を
召
集
し
、
統
陀
す
る
ほ
か
に
、
ギ
ル
ド
の
基
本
金
の
保
管
、
並
び
に
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
に
ギ
ル
ド
が
土
地
を
購
入
若
く
は
そ
の
他
の
方
法
で
獲
得
し
た
時
に
は
、
そ
の
土
地
を
も
管
理
し
た
。
向
、
集
合
は
年
一
回
の
時
も
あ
っ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
皮
々
行
わ
れ
た
。
こ
の
集
合
で
は
新
し
い
法
令
が
作
ら
れ
、
長
老
と
役
員
を
選
任
し
、
非
、
他
犯
々
の
事
項
が
定
め
ら
れ
た
。
集
合
同
は
え
安
合
を
役
ね
て
応
り
、
集
合
の
前
或
は
後
で
宴
合
が
出
さ
れ
た
。
或
る
ギ
ル
ド
で
は
集
合
は
通
常
酒
宴
(
品
旦
晃
一
口
問
)
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
組
合
の
役
只
の
合
合
は
度
々
開
か
れ
、
組
合
員
削
の
紛
争
の
仲
裁
、
新
し
い
組
合
員
の
承
認
‘
ギ
ル
ド
の
法
規
に
違
反
す
る
組
合
員
の
罰
金
又
は
除
名
等
の
事
項
が
決
定
さ
れ
た
。
商
人
ギ
ル
ド
の
犬
部
分
の
仕
事
は
集
合
の
悶
催
と
ギ
ル
ド
の
訟
況
を
組
合
員
と
外
部
の
者
と
に
迩
守
さ
せ
る
と
と
で
あ
っ
た
。
又
ギ
ル
ド
は
組
合
員
の
た
め
に
多
く
の
相
互
扶
助
的
な
仕
事
を
寛
行
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
諸
規
定
が
あ
る
。
「
若
し
ギ
ル
ド
員
が
英
図
で
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
場
合
に
は
、
長
老
は
役
員
を
伴
っ
て
、
ギ
ル
ド
の
費
用
で
そ
の
者
が
鰹
放
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
又
「
仲
間
の
何
人
か
が
食
之
や
困
窮
に
陥
っ
た
場
合
に
は
、
全
体
の
賛
成
を
得
て
ギ
ル
ド
の
基
金
か
ら
救
済
を
な
す
か
或
は
組
合
員
各
自
が
自
ら
際
金
し
て
教
的
し
・
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
葬
式
の
時
に
は
ギ
ル
ド
の
仲
間
が
参
列
し
た
。
「
ギ
ル
ず
員
が
死
亡
し
た
時
は
、
ギ
ル
ド
民
で
市
に
居
る
者
は
す
べ
て
葬
儀
に
列
席
し
、
泣
骸
を
埋
葬
の
場
所
に
沼
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
商
人
ギ
ル
ド
は
そ
の
組
合
員
に
封
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
世
間
一
般
、
叫
仰
に
食
品
仰
に
到
し
τ、
宗
教
的
或
は
慈
者
的
事
栄
を
な
す
場
合
も
あ
っ
た
J
商
人
ギ
ル
ド
の
最
盛
時
は
、
勿
論
都
市
に
よ
っ
て
兵
る
が
、
十
三
社
紀
で
あ
っ
た
。
F
'
，
/
/
 
最
も
古
い
記
録
に
よ
る
前
人
ギ
ル
ド
の
認
可
は
、
マ
ナ
ー
の
領
主
で
あ
る
武
技
又
は
大
司
教
に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ロ
パ
1
ト
・
フ
イ
ツ
ツ
ハ
モ
ン
が
パ
ア
フ
ォ
ー
ド
の
市
民
に
興
え
た
特
許
欣
〈
一
O
八
七
i
一
O
七
〉
と
ア
ン
セ
ル
ム
が
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の
大
司
殺
で
あ
ク
た
時
ハ
一
O
九
三
i
一
O
九
)
に
記
さ
れ
た
文
主
で
あ
る
。
そ
の
後
、
d
ヘ
ン
ザ
l
二
世
(
ご
ま
j
Z
∞
ご
、
リ
チ
ヤ
l
v
一
世
ハ
ロ
∞
唱
1
1
-
5
3
、
ジ
ョ
ン
(
己
申
甲
l-N日
∞
〉
に
よ
っ
て
、
都
市
の
自
治
慌
を
認
む
る
特
許
欣
中
に
、
或
は
皐
猫
な
特
許
欣
を
以
て
商
人
ギ
ル
ド
が
認
可
さ
れ
る
も
の
は
，
次
第
に
増
加
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
〕
世
(
同
N吋
N
i
-
ω
C
叫
)
の
議
舎
に
代
表
さ
れ
た
都
市
一
六
六
中
九
十
二
は
商
人
ギ
ル
ド
を
も
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
都
市
特
許
欣
や
そ
の
他
の
記
録
か
ら
、
グ
ロ
ス
陪
一
O
ニ
の
商
人
ギ
ル
ド
を
翠
げ
て
い
る
。
し
か
し
ロ
ン
ド
シ
は
と
の
中
か
ら
省
か
れ
て
い
る
o
例
そ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
は
既
に
そ
の
以
前
か
ら
商
ん
ギ
ル
ド
に
関
連
あ
る
す
べ
て
の
特
椛
を
享
交
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
の
後
の
時
代
に
な
る
と
、
或
る
都
市
で
は
ギ
ル
ド
と
都
市
行
政
機
関
と
が
区
別
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
ギ
ル
ド
の
組
合
員
と
市
民
と
は
同
一
で
あ
り
、
ギ
ル
ド
の
役
員
は
同
時
に
都
市
の
行
政
官
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
レ
ス
タ
ー
で
は
、
都
市
と
ギ
ル
ド
の
区
別
は
よ
く
了
解
さ
れ
て
い
た
が
、
役
所
も
役
員
も
別
仰
に
あ
っ
た
誇
で
は
な
く
)
同
一
役
員
が
都
市
と
ギ
ル
ド
と
を
支
配
し
て
い
た
。
又
ギ
r
N
ド
の
組
合
員
と
市
民
と
の
境
界
線
は
・
次
第
に
明
か
で
な
く
な
り
、
賓
際
に
於
い
て
雨
国
体
の
組
織
は
多
少
と
も
同
一
と
な
っ
て
来
た
。
時
の
経
過
と
共
に
商
人
ギ
ル
ド
は
次
第
に
都
市
行
政
に
浸
透
し
て
来
た
。
都
市
の
裁
判
所
は
ギ
ル
ド
よ
り
遥
か
に
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
商
業
が
設
建
し
、
地
方
行
政
の
機
能
が
一
居
複
雑
北
す
る
と
共
に
、
ギ
ル
ド
が
そ
と
で
占
む
る
役
割
は
支
配
的
と
伝
っ
た
。
都
市
行
政
の
二
重
組
織
は
失
く
た
り
，
、
商
業
の
統
制
と
一
般
的
都
市
活
動
の
支
配
と
は
皐
一
の
同
体
の
手
中
に
蹄
し
た
。
ギ
ル
ド
と
都
市
と
が
同
一
体
に
た
っ
た
こ
と
は
一
四
O
八
年
の
次
の
例
が
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
年
に
ウ
イ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
市
長
が
記
録
掛
及
び
一
人
の
役
員
と
共
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
政
府
営
局
に
向
っ
て
、
「
彼
等
自
身
及
び
商
人
ギ
ル
ド
固
体
の
た
め
に
」
市
場
税
〈
件
。
}
】
)
の
取
立
に
つ
い
て
不
服
を
申
立
て
た
と
と
が
あ
る
。
十
三
世
紀
の
前
字
以
降
、
グ
ロ
ス
タ
l
市
で
用
い
ら
れ
た
市
臆
印
は
、
ラ
テ
ン
語
で
「
商
人
ギ
ル
ド
の
市
民
の
印
」
と
彫
ら
れ
τい
た
。
プ
リ
ス
ト
ル
で
英
図
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
一一一九
態
管
と
臨
済
一三
O
商
人
ギ
ル
ド
と
市
役
所
と
の
合
体
は
財
政
を
共
通
に
し
て
い
る
事
賢
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
即
ち
、
市
民
が
エ
ド
ワ
ー
ド
二
世
に
「
商
人
ギ
ル
ド
と
市
の
利
怨
か
ら
、
八
つ
の
橋
の
維
持
費
」
と
共
他
の
都
市
の
究
川
と
を
支
排
す
る
と
と
を
報
告
し
て
い
る
。
最
初
の
間
は
都
市
と
ギ
ル
ド
は
限
別
さ
れ
て
い
た
が
、
ギ
ル
ド
の
溌
展
と
共
に
，
次
第
に
都
市
行
政
に
勢
力
を
卸
う
よ
う
に
た
っ
た
。
初
か
ら
ギ
ル
ド
は
共
同
問
休
を
組
織
L
、
そ
の
組
合
員
は
商
栄
上
の
利
九
仰
を
共
通
に
す
る
た
め
に
強
い
図
結
を
も
っ
た
。
こ
の
と
と
は
市
民
全
休
に
統
一
の
感
情
と
相
互
扶
助
の
意
識
と
を
喚
起
し
た
。
そ
の
円
以
仰
は
封
建
領
主
の
支
配
下
に
あ
っ
た
都
市
に
於
い
て
特
に
強
か
っ
た
。
そ
と
で
は
封
建
的
支
配
か
ら
の
解
放
の
た
め
と
白
山
と
自
治
航
獲
得
の
た
め
の
闘
争
が
続
け
ら
れ
て
い
た
。
と
と
で
は
商
人
ギ
ル
ド
が
中
投
と
な
り
、
そ
の
周
固
に
市
民
が
同
盟
し
て
集
ま
り
、
川
市
の
白
山
の
た
め
に
戦
っ
た
。
そ
と
で
彼
等
は
共
同
闘
争
に
つ
い
て
墜
ん
だ
ρ
シ
レ
ン
ス
タ
l
(
巳
Z
R
g
zこ
で
は
市
民
が
併
院
の
支
配
に
到
し
て
反
乱
を
起
し
た
が
、
彼
等
の
第
一
の
闘
争
手
段
は
、
彼
等
の
現
在
。
勝
利
と
将
来
の
活
動
の
必
泌
の
炎
粂
と
し
て
、
尚
人
ギ
ル
ド
を
組
織
す
る
と
と
で
あ
っ
た
。
例
然
る
に
時
の
経
過
と
共
に
尚
人
ギ
ル
ド
が
お
え
は
じ
め
、
他
の
都
市
で
は
商
人
ギ
ル
ド
は
，
次
第
に
商
業
上
の
統
制
力
を
失
っ
て
、
そ
の
相
互
扶
助
的
、
慈
一
五
日
的
或
は
宗
教
的
色
診
を
紋
持
す
る
に
す
ぎ
な
く
た
っ
た
場
合
も
あ
る
。
そ
の
他
の
都
市
で
は
、
商
人
ギ
ル
ド
の
名
稀
は
，
次
第
に
は
っ
き
り
し
た
な
味
を
失
っ
て
、
.
歴
史
的
名
稀
に
す
ぎ
な
〈
た
っ
た
。
会
ニ
)
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
:
;
:
:
:
:
十
四
世
紀
ま
で
に
前
人
ギ
ル
ド
は
、
嘗
っ
て
持
っ
て
い
た
よ
う
た
勢
力
を
失
っ
て
衰
え
た
。
そ
の
衰
退
の
大
き
な
以
凶
は
、
手
工
業
の
溌
建
と
共
に
、
各
都
市
に
の
Z
2・
r
ω
g
g
X
5・
2
z
m
-
E
R
O
H
S
等
の
名
や
或
は
そ
の
職
業
名
神ro
与己『
1
0
2
(
拍
車
職
〉
仲
ro
々
日
叫
ん
染
色
職
)
神
宮
町
一
切
r
s
g
m
o
g
(魚
屋
V
等
の
名
で
呼
ば
れ
る
千
工
業
者
の
図
休
組
織
が
褒
達
し
た
と
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
‘
そ
の
後
の
時
代
の
文
書
中
に
ク
ラ
フ
ト
-
ギ
ル
ド
(
日
え
円
聞
広
島
)
と
し
て
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
商
人
ギ
ル
ド
と
ク
ラ
フ
ト
，
ギ
ル
ド
と
が
同
一
都
市
に
併
存
し
て
い
る
場
合
も
勿
論
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
前
者
は
早
く
か
ら
初
ま
り
、
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
が
そ
の
最
盛
時
に
述
す
る
よ
り
以
前
に
衰
退
し
た
。
商
人
ギ
ル
ド
が
商
業
統
制
の
た
め
に
後
生
し
た
よ
う
に
、
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
も
子
工
業
統
制
の
必
要
か
ら
殻
慈
し
た
が
、
後
で
は
尚
栄
も
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
の
形
態
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
織
物
工
が
最
も
早
く
か
ら
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
を
組
織
し
た
よ
う
で
あ
る
。
後
で
は
同
一
都
市
内
に
十
人
以
上
の
同
業
者
が
あ
る
各
種
の
手
工
業
は
そ
れ
ぞ
れ
ギ
ル
ド
を
組
織
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
な
り
密
接
な
関
係
を
有
す
る
職
業
の
問
で
す
ら
別
例
に
ギ
ル
ド
が
組
織
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
千
袋
制
深
川
山
知
工
、
腰
帯
制
法
治
工
(
開
E-o『
由
)
、
ポ
ケ
ッ
ト
職
(
宮
島
2
8
P
Z
Z〉
、
皮
革
工
、
採
皮
工
、
北
パ
他
の
皮
革
職
人
等
。
又
矢
は
ぎ
眠
、
弓
師
、
弓
弦
製
治
工
等
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
ギ
ル
ド
を
組
織
し
た
。
各
都
市
の
ク
ラ
フ
ト
・
、
ギ
ル
ド
の
数
は
か
な
り
多
数
で
あ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
一
三
五
0
年
別
問
。
仇
.
そ
れ
よ
り
少
し
後
に
ヨ
1
ク
で
は
五
O
以
上
あ
っ
た
。
一
二
九
二
年
静
岡
時
パ
リ
ー
に
於
け
る
人
頭
税
の
た
め
の
調
布
で
は
、
食
料
品
に
つ
い
て
は
二
十
一
位
、
住
居
九
程
、
金
物
十
九
油
、
織
物
類
、
十
八
陸
、
北
パ
他
衣
類
十
五
程
、
装
身
具
十
一
一
位
、
家
共
九
服
、
共
他
二
十
二
日
州
知
の
争
放
の
阪
会
に
八
刀
れ
て
い
た
。
以
上
の
各
版
業
は
活
常
一
の
ギ
ル
ド
を
組
織
し
た
。
中
世
後
期
の
ロ
ン
ド
ン
、
バ
リ
等
で
は
行
常
川
崎
え
る
と
と
も
あ
っ
た
。
.
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
は
川
内
ー
か
ら
の
出
・
似
の
決
認
を
得
た
場
合
も
あ
っ
た
が
、
通
常
は
都
市
の
行
政
機
関
の
承
認
を
得
て
存
在
し
た
。
そ
れ
は
主
と
し
て
そ
の
都
市
に
於
け
る
M
m
m北
の
統
制
と
潟
占
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
何
人
も
ギ
ル
ド
に
屈
し
な
い
者
は
そ
の
版
栄
に
従
事
し
得
な
か
っ
た
。
机
介
日
た
る
に
は
特
別
に
制
限
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
有
能
な
敬
人
で
あ
っ
て
ギ
ル
ド
の
規
則
に
服
従
す
る
者
は
事
賃
上
そ
の
純
A
H
Uた
り
得
た
。
初
期
の
ギ
ル
ド
の
法
規
で
は
、
何
人
も
特
定
の
職
栄
に
従
・
事
し
よ
う
と
欲
す
る
者
は
、
そ
の
技
術
を
ギ
ル
ド
の
組
合
員
に
よ
っ
て
試
験
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
と
が
規
定
さ
れ
る
の
が
持
活
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
で
は
徒
弟
宮
3
2
2
w
o
)、
平
服
人
C
o
c
g
a自
g
v
の
段
階
を
経
て
、
師
匠
(
自
2
2
H
)
と
な
っ
て
、
は
じ
め
て
ギ
ル
ド
の
組
合
員
の
一
人
と
な
る
と
と
が
で
き
た
。
徒
弟
と
し
て
数
年
間
附
匠
の
家
に
住
込
み
、
仕
事
を
完
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
仰
匠
と
徒
弟
の
雨
視
と
の
問
に
契
約
書
が
取
り
か
わ
さ
れ
る
の
が
将
辺
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
師
匠
は
衣
食
と
住
居
と
を
徒
弟
に
給
し
、
そ
の
版
業
に
つ
い
て
の
一
切
の
'
設
と
技
術
と
を
数
え
る
義
務
を
負
う
の
で
あ
る
。
他
方
、
徒
拾
の
方
で
は
、
師
匠
の
秘
密
を
守
り
、
命
令
に
服
従
し
、
市
内
事
を
誠
賓
に
行
う
義
務
を
負
う
。
徒
弟
奉
公
の
契
・
約
期
間
は
側
々
の
場
合
に
か
な
り
相
迷
は
あ
る
が
、
大
休
に
於
い
て
七
年
が
多
か
っ
た
。
そ
の
明
間
が
過
ぎ
た
後
で
は
、
平
職
人
0
2
5
0司
a
g
g〉
と
し
て
一
人
前
の
職
人
に
な
る
o
H
2
5
4
B
S
の
語
源
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
}
g
g含
(
日
)
か
ら
来
た
も
の
で
、
一
日
の
労
働
に
封
し
て
報
酬
を
受
け
る
者
の
怠
味
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
大
陸
諸
国
で
は
、
干
職
人
の
時
代
に
諮
問
を
遍
歴
じ
、
各
地
の
名
人
の
下
で
働
き
、
自
己
の
技
術
を
練
磨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
が
十
四
世
紀
か
ら
確
立
し
た
。
所
謂
遁
展
時
代
(J3ロ
庶
民
色
丹
〉
附
円
で
あ
る
o
'
し
か
し
英
図
で
は
か
か
る
制
度
(
4
4
8
Pユ
ロ
間
的
)
に
つ
い
τは
殆
ん
ど
知
る
こ
と
を
得
な
い
が
1
平
職
人
は
必
宇
し
・
も
徒
弟
と
し
て
修
業
し
た
都
市
で
師
匠
と
な
る
と
と
な
く
、
一
地
方
か
ら
他
の
地
方
へ
技
行
し
て
ま
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
例
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
し
か
し
英
図
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
一・
一一・
経
管
と
鰹
商
一
般
に
、
徒
弟
期
間
が
過
ぎ
た
後
、
一
年
聞
は
師
匠
の
下
で
働
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
の
場
合
師
匠
か
ら
賃
銀
が
給
せ
ら
れ
る
。
十
六
世
妃
の
前
宇
に
ロ
ン
ド
ン
で
徒
弟
期
間
が
過
ぎ
た
後
、
三
年
間
は
平
職
人
と
し
て
師
匠
の
下
で
働
く
義
務
を
課
す
る
旨
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。
と
の
と
と
は
明
か
に
ロ
ン
ド
ン
の
大
工
職
と
鋪
石
工
(
司
君
。
町
ろ
の
慣
習
で
あ
っ
て
、
何
人
も
徒
弟
期
間
格
了
後
三
年
を
経
な
け
れ
ば
、
一
人
前
の
師
匠
と
し
て
徒
弟
を
養
成
す
る
と
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
チ
ェ
ス
タ
ー
の
鍛
治
職
は
子
職
人
と
し
て
三
年
を
経
な
け
れ
ば
、
師
匠
に
な
れ
な
い
旨
の
規
則
を
つ
く
っ
た
。
千
職
人
は
師
匠
か
ら
応
わ
れ
て
賃
銀
を
給
せ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
右
の
例
に
見
ら
れ
a
v
Q
よ
う
に
、
少
く
と
も
一
年
乃
至
三
年
は
師
匠
と
な
る
前
に
千
収
入
と
し
て
腕
を
磨
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
多
く
の
場
合
、
彼
等
は
賃
銀
の
一
部
を
貯
蓄
し
、
濁
立
の
庖
を
閃
く
に
必
要
な
資
金
を
市
川
川
ず
る
。
す
べ
て
の
千
肢
人
は
他
日
彼
が
一
人
前
の
師
匠
と
し
て
濁
立
の
庇
を
開
き
、
ギ
ル
ド
の
組
合
員
の
地
位
を
得
る
こ
と
が
そ
の
終
生
の
笠
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
十
五
世
妃
以
後
殊
に
十
七
世
紀
に
な
る
と
製
作
品
(
g
a
R
?目
Mrsm)
を
拠
出
し
て
、
ギ
ル
ド
が
要
求
す
る
技
術
試
験
に
合
格
し
な
け
れ
ば
師
匠
と
な
り
得
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
は
ん
だ
付
制
工
削
ハ
宮
4
2
2
2回
)
で
は
、
平
服
人
は
彼
の
「
正
直
さ
と
態
度
」
に
つ
い
て
-
吟
味
さ
れ
、
同
時
に
ギ
ル
ド
の
役
員
に
彼
の
仕
事
の
製
作
品
を
拠
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
の
煙
平
入
細
工
師
な
き
各
自
件
。
町
田
)
や
プ
リ
ス
ト
ル
の
裁
縫
師
、
パ
リ
ー
の
織
物
匠
に
つ
い
て
も
同
様
の
記
録
が
見
出
さ
れ
る
。
川
か
く
て
師
匠
に
な
る
と
ギ
ル
ド
の
す
べ
て
の
集
合
に
出
席
し
・
行
政
一
般
に
参
興
す
る
。
又
応
舗
を
構
え
、
一
人
か
或
は
吃
れ
以
上
の
平
服
人
を
応
い
、
数
人
の
徒
弟
を
養
成
す
る
。
常
時
の
工
栄
は
殆
ん
芝
す
べ
て
手
工
業
者
の
住
宅
で
行
わ
れ
、
し
か
も
何
れ
の
住
宅
も
著
る
し
く
大
き
い
建
物
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
師
匠
、
一
小
職
人
、
徒
弟
の
地
位
に
大
な
る
差
別
が
な
か
っ
た
。
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
は
そ
の
法
規
と
役
員
と
集
合
と
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
法
規
は
最
初
つ
〈
ら
れ
た
後
に
、
時
と
共
に
・
次
第
に
増
加
さ
れ
た
り
、
愛
更
さ
れ
た
り
し
た
o
最
初
の
法
規
と
同
じ
く
新
し
い
法
規
も
都
市
の
行
政
機
関
の
認
可
が
必
要
で
あ
っ
た
o
そ
の
法
規
は
役
目
と
そ
の
格
限
配
集
合
の
時
期
と
そ
の
性
質
、
そ
の
他
色
々
の
機
能
に
つ
い
て
規
定
し
た
ひ
勿
論
こ
の
、
法
規
ば
職
種
に
よ
り
又
都
市
に
よ
り
具
っ
て
い
た
が
、
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
普
遍
的
で
あ
っ
た
。
先
づ
そ
の
都
市
に
於
け
る
乎
工
業
の
ギ
ル
ド
に
よ
る
溺
占
の
保
持
と
い
う
と
と
が
、
暗
三
位
に
或
は
明
文
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
。
労
働
の
時
間
が
規
定
4
さ
れ
た
。
夜
栄
は
一
般
に
祭
止
さ
れ
た
。
夜
間
に
は
仕
事
の
監
仔
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
夜
に
は
ギ
ル
ド
の
役
員
が
訪
れ
そ
う
に
も
な
い
と
と
を
知
つ
で
、
組
合
員
が
そ
の
機
舎
を
ね
ら
っ
て
不
正
な
品
物
を
作
る
か
ら
で
あ
る
。
又
夜
の
作
業
は
近
所
を
騒
が
す
か
ら
ι〆"
r 
# 
一・
一一一
で
あ
る
。
仰
土
曜
日
の
タ
六
時
以
後
、
日
限
日
、
祭
日
に
も
作
業
は
禁
止
さ
れ
た
。
ギ
ル
ド
の
役
員
に
よ
る
製
品
の
検
夜
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
た
。
す
べ
て
の
仕
引
場
と
向
日
川
と
は
絶
え
や
役
目
に
上
っ
て
検
在
さ
れ
た
。
生
活
必
需
品
の
貨
安
菜
、
例
え
ば
、
魚
屋
や
パ
ン
屋
と
ギ
ル
ド
の
役
員
と
の
聞
に
は
絶
え
や
不
抗
日
占
(
H
O
m
Z吉
岡
)
、
光
買
(
h
o
H
S
E
E
m
)、
濁
占
(
g
m
g
m曲
目
ロ
開
〉
に
つ
い
て
紛
争
が
起
っ
た
。
か
か
る
事
柄
は
申
悦
都
市
で
は
峨
ふ
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
、
不
営
買
占
と
は
、
商
品
の
阿
川
位
を
加
う
る
と
と
な
く
、
高
く
頁
ら
ん
が
た
め
に
民
占
む
る
と
と
で
あ
る
。
先
日
と
は
、
向
川
川
が
公
川
市
場
に
出
さ
れ
る
前
に
生
洋
一
地
に
行
く
と
か
或
は
共
他
の
方
法
で
仲
間
主
出
し
抜
い
て
民
う
と
と
で
あ
る
。
溺
占
と
は
、
供
給
さ
れ
た
す
べ
て
の
商
品
を
濁
占
し
て
、
他
の
仲
間
の
手
に
入
ら
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
現
代
の
g
g
R宮
間
(
只
占
〉
と
同
一
で
あ
る
。
か
か
る
事
柄
は
近
代
経
消
枇
ん
げ
で
は
普
通
の
と
と
で
何
等
非
難
さ
る
べ
き
と
と
で
は
な
い
が
、
巾
品
川
枇
什
で
は
排
斥
さ
る
べ
き
市
加
で
あ
っ
た
。
右
の
三
つ
の
一
一
一
一
日
梁
は
後
で
は
各
々
異
っ
た
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
が
、
十
三
・
間
仕
組
で
は
・
向
門
川
が
生
十
問
者
又
は
良
行
(rogEo)
の
商
人
に
よ
っ
て
、
公
開
市
場
に
出
さ
れ
る
と
と
を
妨
ぐ
る
す
べ
て
の
行
魚
に
殆
ん
芝
同
な
義
に
伎
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
先
買
者
又
は
濁
占
芳
が
そ
れ
ら
を
都
市
以
外
又
は
市
場
で
大
仕
世
間
に
買
っ
て
、
し
か
も
濁
占
の
方
法
に
よ
っ
て
、
他
の
方
法
で
支
悌
わ
れ
る
筈
の
債
格
よ
り
も
高
い
侭
格
で
交
る
と
と
で
あ
る
。
と
れ
ら
は
明
か
に
罪
悪
詞
附
さ
れ
た
。
ヘ
ン
リ
1
三
世
の
五
十
一
年
か
或
は
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
十
三
年
か
に
焚
布
さ
れ
た
と
得
さ
れ
る
法
令
に
弐
の
規
定
が
あ
る
。
「
我
が
図
玉
は
刊
に
、
す
べ
て
の
都
市
に
定
究
者
(
向
。
円
map-zg)
の
居
住
を
許
さ
な
い
と
と
を
命
や
る
。
即
ち
彼
は
月
か
に
貧
者
の
抑
医
者
で
あ
り
、
全
一
肌
九
円
及
び
全
悶
の
公
敵
で
あ
る
。
貧
者
を
抑
匿
し
富
者
を
欺
い
て
己
の
悪
し
き
利
得
を
得
ょ
う
と
す
る
者
は
、
穀
物
、
魚
類
、
鯨
又
は
そ
の
、
他
の
商
品
を
海
仙
沼
か
ら
迩
ば
れ
る
途
中
に
と
れ
ぞ
迎
え
、
そ
れ
等
を
遠
方
に
持
去
り
、
よ
り
高
い
債
格
で
買
却
さ
れ
る
と
と
を
工
夫
す
る
。
彼
は
商
品
を
も
た
ら
す
外
岡
商
人
に
、
そ
の
商
品
を
彼
等
の
た
め
に
安
ら
ん
と
と
を
申
出
て
、
且
つ
商
人
法
が
諜
期
し
て
い
る
よ
り
も
高
慌
に
安
ら
れ
る
べ
き
旨
を
昔
げ
、
と
れ
を
攻
ノ
V
o
か
く
て
彼
は
好
計
と
絞
殺
と
を
も
っ
て
そ
の
都
市
、
そ
の
図
を
欺
く
。
と
の
罪
を
犯
.
し
た
者
は
初
犯
は
罰
金
を
認
せ
ら
れ
、
商
品
は
淡
牧
さ
れ
、
且
つ
都
市
の
慣
習
及
び
法
令
に
よ
っ
て
罰
さ
れ
る
。
再
犯
者
は
頭
手
架
の
刑
を
受
け
、
三
犯
者
は
禁
銅
さ
れ
、
旦
O
罰
金
を
探
せ
ら
れ
、
問
度
罪
を
犯
す
者
は
そ
の
都
市
か
ら
永
久
に
退
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
の
判
決
は
す
べ
て
の
種
類
の
先
買
者
、
同
じ
く
彼
等
に
同
意
、
補
一
助
、
及
び
恩
恵
を
興
え
た
者
に
も
奥
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」
仰
そ
の
他
の
法
規
に
は
組
合
員
の
相
互
扶
助
や
千
職
人
と
徒
弟
の
服
従
と
誠
賓
に
関
す
る
も
の
が
あ
る
。
窮
乏
に
陥
っ
た
ギ
ル
ド
組
合
員
や
英
国
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
一・
一一一
経
s
管
と
鰹
措
問
一
三
四
寒
川
知
・
孤
児
に
到
す
る
救
消
、
病
訴
や
刑
務
所
に
入
っ
た
組
合
員
の
見
舞
、
死
亡
し
た
組
合
員
の
葬
式
え
の
出
席
、
及
び
兆
他
の
慈
善
的
事
項
に
閲
す
る
諸
規
定
が
あ
っ
た
0
・
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
も
商
人
ギ
ル
ド
と
同
校
に
、
M
M
栄
の
強
い
統
制
と
共
に
親
密
な
社
交
関
係
の
保
持
を
も
そ
の
日
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
‘
統
制
は
外
部
の
競
争
に
封
し
て
ギ
ル
ド
の
組
合
員
の
保
護
を
規
定
し
て
い
た
。
又
そ
れ
は
組
合
員
仲
間
同
志
の
は
げ
し
い
競
争
を
防
ぎ
、
又
千
職
人
に
封
し
て
ギ
ル
ド
の
組
合
員
で
あ
る
川
匠
の
利
益
を
保
護
し
た
。
作
栄
時
間
や
原
料
、
・
作
業
方
法
叉
多
く
の
場
合
、
平
職
人
の
賃
銀
や
製
品
の
炉
、
格
を
も
規
定
し
た
。
賃
銀
や
阿
川
格
は
し
ば
し
ば
都
市
や
岡
家
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
又
ギ
ル
ド
の
普
遍
的
な
機
能
で
も
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ク
の
弓
匠
の
ギ
ル
ド
は
、
千
収
入
の
託
銀
を
川
米
一
向
山
川
(
1
2
0
5
w
O
吋
ご
と
週
給
と
に
よ
っ
て
定
め
た
。
賃
仕
事
駿
人
(
吉
田
一
8
8
)
は
、
出
来
高
掛
賃
銀
で
弓
を
百
例
削
る
似
に
十
六
ペ
ン
ス
主
公
取
っ
た
。
一
方
、
、
賃
仕
事
公
sr君
。
同
庁
)
の
腕
を
持
た
な
い
平
敬
人
は
、
宇
uu
ば
年
は
毎
週
食
事
付
で
十
二
ペ
ン
ス
、
他
の
半
年
は
伝
川
叫
ん
比
一
川
付
で
八
ペ
ン
ス
を
給
さ
れ
た
。
ヨ
l
ク
の
毛
皮
工
、
製
靴
工
、
重
取
工
(
∞
F
O
R
a
g
g
V
織
物
工
の
谷
ギ
ル
ド
は
倣
人
の
伐
仰
収
不
を
川
広
し
た
。
プ
リ
ス
ト
ル
の
洗
張
工
(
吋
ロ
ニ
2m)、
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
の
帽
子
工
(
の
昌
吉
昌
)
の
ギ
ル
ド
は
収
入
の
賃
銀
を
定
め
、
ラ
イ
ス
タ
ー
で
は
倣
物
工
と
女
子
羊
毛
各
取
工
(43。一
zm志
向
円
印
)
の
賃
銀
は
ギ
ル
ド
で
定
め
た
。
以
上
の
諸
例
は
中
背
時
代
の
一
中
戦
人
の
賃
銀
が
多
く
の
功
介
ギ
ル
ド
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
充
分
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
が
製
品
の
依
格
を
規
定
し
た
で
あ
ろ
う
と
と
は
悦
然
に
推
祭
で
き
る
が
、
そ
の
記
録
は
乏
し
い
。
そ
れ
は
ギ
ル
ド
が
官
憲
の
猪
疑
.
心
を
喚
起
す
る
の
を
沿
そ
れ
で
そ
の
規
約
中
に
公
然
と
公
示
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ノ
ル
ウ
ィ
チ
の
ギ
ル
ド
の
役
員
は
「
そ
の
技
術
に
釘
し
て
法
外
に
と
る
」
組
合
員
を
日
公
表
す
る
こ
と
な
哲
い
X
公
正
悦
絡
(
同
号
宝
2
)
の
奴
準
は
ギ
ル
ド
に
よ
っ
て
定
め
ら
た
。
一
四
五
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
の
毒
取
工
の
ギ
ル
ド
の
規
約
中
に
組
合
員
が
交
取
る
べ
き
仕
事
貨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
緋
色
と
根
深
い
毛
織
物
の
け
ば
取
は
一
ヤ
ー
ド
に
つ
き
二
ペ
ン
ス
、
・
:
ゼ
ノ
ア
風
に
織
込
ん
だ
2
0
5
0品
き
晶
君
。
ra)
す
べ
て
の
も
純
物
は
同
じ
く
二
ペ
ン
ス
:
・
、
ペ
ニ
ス
風
の
毛
織
物
は
十
二
鬼
門
会
切
に
つ
き
八
ペ
ン
ス
o
」
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
に
よ
る
依
格
の
規
中
.
ん
に
つ
い
て
記
録
の
上
か
ら
我
々
が
知
り
得
る
の
は
、
多
く
の
場
合
、
ギ
ル
ド
が
そ
の
特
慌
を
位
m.し
た
場
介
で
あ
る
。
一
五
O
六
年
の
法
伴
で
或
る
ギ
ル
ド
の
「
製
口
問
の
債
格
」
に
つ
い
て
の
規
約
が
不
岱
で
あ
る
と
攻
撃
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
の
鋳
造
師
の
ギ
ル
ド
の
規
約
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
弐
の
如
く
で
あ
る
。
「
ギ
ル
ド
の
組
合
員
が
あ
ま
り
に
廉
い
侠
絡
で
製
品
を
安
る
こ
と
は
組
合
員
全
体
を
傷
け
る
と
と
に
な
る
。
従
っ
て
我
々
の
生
活
を
保
証
し
得
る
よ
う
な
悦
絡
を
純
一
介
H
の
川
で
相
談
し
て
失
の
よ
う
に
決
定
し
た
。
中
皿
と
稀
さ
れ
る
火
皿
(
の
ど
毘
E
m
)
は
十
四
ペ
ン
ス
以
下
で
は
頁
ら
る
べ
き
で
は
な
い
。
川
町
仰
に
灼
台
(
小
ラ
ン
プ
〉
は
八
ペ
ン
ス
、
灼
台
ゎ
大
ラ
ン
プ
〉
は
十
二
ペ
ン
ス
と
す
る
。
」
ノ
ル
ウ
イ
チ
の
雑
貨
尚
の
ギ
ル
ド
は
机
正
の
紘
一
下
を
止
め
る
た
め
に
、
何
人
も
一
封
皮
の
蝋
燭
を
仲
間
よ
り
廉
く
安
ら
な
い
こ
と
を
巾
合
せ
し
た
。
彼
等
が
定
め
た
似
怖
は
法
外
な
向
山
で
あ
っ
た
の
で
、
罰
金
を
課
せ
ら
れ
た
。
ロ
ン
ド
ン
の
行
友
製
造
工
(
F
E
?
Z
S
2乙
は
、
そ
の
製
品
を
一
定
の
悦
怖
以
下
で
は
代
ら
な
い
と
と
を
巾
A
H
せ
し
た
。
そ
の
や
日
誌
ガ
は
不
九
百
利
得
の
科
で
底
罰
さ
れ
、
市
民
の
自
由
を
剥
奪
さ
れ
、
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
行
例
は
ギ
ル
ド
は
都
市
全
体
に
と
っ
て
不
利
鈍
な
方
法
で
、
そ
の
特
椛
を
行
使
す
る
を
許
さ
れ
・
な
か
っ
た
と
と
を
示
し
て
い
る
。
ギ
ル
ド
の
規
約
に
泣
反
す
る
仲
間
に
汁
し
て
、
ギ
ル
ド
が
と
っ
た
制
裁
は
、
コ
ペ
ン
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
失
の
こ
の
奇
異
な
例
が
示
し
て
い
る
。
染
物
工
の
ギ
ル
ド
が
そ
の
仕
…
引
に
つ
い
て
一
定
の
佼
格
を
定
め
た
が
、
組
合
員
の
若
干
が
こ
の
協
定
に
遼
反
し
た
の
で
、
ギ
ル
ド
は
ウ
ヱ
l
ル
ス
人
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
を
仰
っ
て
、
注
反
者
を
待
伏
せ
し
て
殺
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
と
の
過
激
左
制
裁
は
裏
切
者
(
E
n
n
E
O宮
)
に
釘
す
る
中
世
時
代
の
制
裁
方
訟
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
。
又
理
髪
仰
の
ギ
ル
ド
が
「
全
体
の
人
々
に
と
っ
て
損
害
を
興
え
る
ほ
E
高
仮
に
」
卯
一
髪
伎
を
釣
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。
仲
間
の
一
人
が
そ
の
協
定
に
違
反
し
た
時
に
、
他
の
仲
間
は
彼
そ
暴
力
で
訟
ど
し
、
提
言
約
破
段
と
し
て
、
宗
教
裁
判
(
p
m
Z
ュ2
L
gロ
円
陣
)
に
彼
を
台
後
し
た
。
同
ギ
ル
ド
の
役
員
は
S
E
R
E
-
当
日
Log-
固
定
宅
白
色
部
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
彼
等
の
椛
限
は
集
合
に
於
け
る
組
合
員
の
秩
序
の
維
持
、
千
職
人
や
徒
弟
の
刊
の
秩
序
ゆ
総
持
、
組
合
員
の
仕
事
が
ギ
ル
ド
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
O
い
て
の
底
抗
、
組
合
員
聞
の
争
の
仲
裁
、
平
ル
ド
の
慈
善
的
主
栄
の
執
行
、
及
び
都
市
或
は
北
パ
他
の
役
所
に
封
し
て
ギ
ル
ド
を
代
表
す
る
と
と
等
で
あ
る
。
宗
教
上
の
行
事
は
組
合
員
の
葬
儀
だ
け
で
な
く
、
彼
等
が
ギ
ル
ド
の
守
護
紳
と
し
て
傘
敬
す
る
聖
徒
の
祭
日
に
も
ギ
ル
ド
全
員
に
よ
っ
て
共
同
に
行
わ
れ
た
o
問
教
区
敬
合
内
に
ギ
ル
ド
の
叫
拝
堂
(
n
r
泊
三
)
が
建
て
い
り
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
o
ギ
ル
ド
法
規
の
違
反
に
封
す
る
罰
金
が
紙
燭
に
よ
っ
て
文
抑
わ
る
べ
き
こ
と
が
皮
々
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
蝋
燭
は
死
亡
し
た
組
合
員
の
遺
骸
の
周
回
に
燭
さ
れ
た
り
、
踏
拝
堂
に
燭
さ
れ
た
り
す
る
も
の
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
の
全
員
は
揃
の
制
服
を
去
て
、
ギ
ル
ド
の
合
館
か
ら
数
合
ま
で
行
列
を
な
し
て
進
み
J
J
硲
を
な
し
死
者
の
葬
式
に
参
列
し
た
。
ギ
ル
ド
の
組
合
員
は
、
ー
間
拝
堂
附
司
祭
の
維
持
費
や
組
合
員
と
そ
の
縁
者
の
魂
の
平
安
の
た
め
摘
撤
英
圏
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
一
三
五
経
管
と
経
済
一
一
六
の
費
用
等
の
た
め
広
そ
の
財
産
を
遺
贈
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
宗
教
的
行
事
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
は
、
ギ
ル
ド
生
活
の
宴
策
的
方
商
で
あ
っ
た
。
毎
年
の
ギ
ル
ド
集
合
日
や
共
他
の
日
に
全
員
が
合
館
或
は
放
亭
に
集
っ
て
1
ギ
ル
ド
の
富
の
程
度
に
臆
じ
て
、
。
ハ
ン
・
チ
ー
ズ
・
ピ
l
ル
の
類
か
ら
中
世
時
代
が
提
供
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
御
馳
走
に
い
た
る
ま
で
の
宴
舎
を
催
し
た
。
，
少
し
後
の
時
代
に
は
、
ギ
ル
ド
主
催
に
よ
る
一
つ
の
連
続
劇
を
な
す
と
と
る
の
組
合
演
劇
(
B
M
B
Rミ
も
ミ
と
が
多
く
の
都
市
で
行
わ
れ
た
。
ヨ
ー
ク
、
コ
ヴ
エ
ン
ト
リ
ー
、
チ
ェ
ス
タ
l
、
ウ
ッ
ド
カ
l
ク
で
供
さ
れ
た
演
劇
空
一
一
一
口
実
が
現
代
に
ま
で
引
き
つ
が
れ
、
そ
れ
註
演
劇
の
萌
芽
形
態
と
し
て
極
め
て
興
味
が
あ
り
叉
純
粋
な
英
一
泊
の
悦
絡
を
示
し
て
い
る
。
右
以
外
の
多
数
の
都
市
で
、
ギ
ル
ド
に
よ
っ
て
と
の
種
の
演
劇
が
位
さ
れ
た
と
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
前
側
は
.
長
い
冬
O
箆
居
生
活
が
終
っ
て
、
戸
外
の
享
城
市
が
再
び
始
る
初
夏
の
聖
休
日
ハ
。
。
弓
g
n
F官
民
合
司
)
に
通
常
併
さ
れ
た
。
こ
の
辺
級
制
は
、
聖
書
の
物
語
か
ら
取
材
し
て
組
立
て
ら
れ
た
封
話
劇
が
多
数
一
連
続
し
て
い
る
も
の
で
、
創
世
記
か
ら
始
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
一
時
降
臨
に
移
る
も
の
で
あ
る
。
或
る
ギ
ル
ド
が
、
朝
早
く
か
ら
、
車
の
上
に
設
け
ら
れ
た
舞
台
で
一
積
の
野
外
側
を
始
め
る
。
そ
こ
は
都
市
の
目
抜
き
の
と
と
ろ
で
、
定
例
の
場
所
で
あ
る
。
と
の
舞
台
に
は
簡
単
な
セ
ッ
ト
が
作
ら
れ
、
そ
と
で
ギ
ル
ド
の
組
合
員
自
身
か
.
或
は
ギ
ル
ト
に
よ
っ
て
仰
わ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
、
聖
書
物
語
の
初
の
部
分
が
台
詞
に
よ
る
封
話
劇
と
し
て
上
演
さ
れ
る
。
と
れ
が
終
る
と
と
の
野
外
劇
国
は
、
他
の
場
所
に
移
動
し
、
そ
乙
で
同
じ
劇
を
繰
返
す
o'
暫
く
し
τ、
第
二
の
郎
国
が
長
初
の
場
所
に
や
っ
て
来
て
、
聖
書
物
語
の
第
二
の
場
面
を
波
宇
る
。
か
く
て
絵
日
野
外
劇
が
連
続
し
て
上
演
さ
れ
る
。
都
市
と
ギ
ル
ド
の
人
々
は
と
の
似
し
を
高
く
評
債
し
た
。
何
と
な
れ
ば
、
と
れ
は
外
来
者
が
そ
の
都
市
を
訪
れ
、
商
品
の
安
行
を
増
す
絶
好
の
機
舎
で
あ
り
、
同
時
に
彼
等
の
社
交
性
や
演
翠
に
封
ず
る
情
熱
を
高
揚
さ
せ
る
好
機
ん
げ
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ギ
ル
ド
の
組
合
員
全
体
が
集
っ
た
の
は
、
早
に
定
期
的
な
ギ
ル
ド
の
集
合
日
や
、
宴
舎
や
野
外
劇
の
準
備
の
時
だ
け
で
は
・
な
か
っ
た
。
通
常
或
る
ギ
ル
ド
の
全
員
は
、
都
市
の
同
一
泊
り
か
同
じ
区
劃
に
住
ん
で
居
っ
た
の
で
、
同
じ
数
九
百
の
数
合
員
で
あ
り
、
絶
え
や
日
常
生
活
に
/
'
 
於
い
て
扱
燭
を
保
つ
τい
た
。
例
え
ば
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
鞍
匠
は
サ
ン
・
マ
ル
ク
ン
・
ル
・
グ
ラ
ン
数
合
の
周
闘
に
住
み
と
の
数
合
に
出
席
し
、
馬
具
匠
は
ク
リ
ッ
プ
・
ル
グ
1
ト
に
、
織
匠
は
キ
ヤ
ノ
ン
街
に
、
鍛
治
匠
は
ス
ミ
ス
フ
ィ
ル
ド
に
、
楯
匠
は
パ
ッ
ク
ラ
ス
ベ
エ
リ
ー
に
住
ん
で
い
た
。
プ
リ
ス
ト
ル
で
は
縫
ひ
だ
師
会
5
r
o司
)
或
は
洗
張
匠
(
E
-
2
)
の
住
宅
が
グ
ツ
カ
l
符
で
あ
っ
た
。
同
.
桜
に
、
穀
物
街
(
内
0
5
∞
骨
2
同
〉
、
刃
物
匠
街
(
関
口
町
内
o
m
B
r
r
-
m可
g
円
)
、
肉
尽
仰
向
(
回
c
R
r
R
河
044〉
、
ク
ッ
ク
一
迎
(
ハ
リ
o
o
z
J
N
0
4司
〉
等
が
あ
っ
た
。
か
か
る
築
関
は
各
ギ
ル
ド
の
共
同
生
活
の
意
義
乞
恨
め
て
強
制
し
、
又
監
替
の
仕
事
を
比
絞
的
容
易
に
し
た
に
違
い
な
い
。
仰
す
べ
て
と
れ
ら
の
事
柄
が
相
ま
っ
て
ギ
ル
ド
を
し
τ各
組
合
員
の
利
中
古
関
係
の
中
心
た
ら
し
め
た
。
ハ
問
)
非
経
済
的
ギ
ル
ド
j
i
-
-
:
:商
人
ギ
ル
ド
や
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
の
外
に
、
経
消
的
職
能
を
全
く
も
た
友
い
ギ
ル
ド
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
通
常
「
宗
教
」
或
は
「
枇
交
」
ギ
ル
ド
と
呼
ば
れ
で
い
る
が
、
間
半
に
非
経
・
消
的
ギ
ル
ド
と
言
今
方
が
遁
営
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
、
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
商
人
ギ
ル
ド
も
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
も
共
に
宗
教
的
並
に
祉
交
的
戦
能
を
も
っ
て
い
た
か
ら
?
あ
る
o
非
配
済
的
ギ
ル
ド
か
雨
者
と
兵
る
主
な
る
貼
は
、
特
定
の
商
業
或
は
手
工
業
、
の
濁
占
や
統
制
を
目
的
と
し
な
か
っ
た
‘
こ
と
で
あ
る
。
又
そ
れ
は
組
合
員
全
体
が
平
等
の
立
場
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
ι
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
の
よ
う
に
徒
弟
、
平
職
人
、
師
匠
の
三
階
紋
に
八
刀
れ
て
い
な
か
っ
た
。
叉
そ
れ
は
床
業
の
中
心
地
の
み
な
ら
宇
、
小
都
市
及
び
村
に
ず
ら
存
在
し
た
黙
で
、
産
業
の
中
心
地
に
限
ら
れ
た
雨
ギ
ル
ド
と
呉
る
。
と
の
ギ
ル
ド
が
経
済
上
の
濁
占
と
統
制
と
を
主
な
る
目
的
と
す
る
ギ
ル
ド
に
比
べ
て
、
宗
教
的
、
祉
交
的
並
に
慈
善
的
職
能
が
顕
著
で
あ
.
っ
た
と
と
は
営
然
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
通
常
、
或
る
聖
徒
の
名
を
冠
し
て
組
織
さ
れ
た
。
そ
の
法
規
は
毎
年
一
回
或
は
そ
れ
以
上
の
巌
粛
な
宗
数
的
儀
式
ゃ
、
揃
の
制
服
を
若
て
の
行
列
木
、
町
露
或
は
表
象
劇
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ピ
パ
l
yげ
の
聖
ヘ
レ
ン
・
ギ
ル
ド
は
、
ギ
ル
ド
の
守
護
紳
で
あ
る
聖
ヘ
レ
ン
の
祭
日
に
、
‘
フ
ラ
イ
ア
l
ズ
・
マ
イ
ナ
ー
ズ
教
舎
に
い
た
る
行
列
で
、
十
字
架
を
も
っ
老
人
が
先
頭
に
立
ち
、
そ
の
次
に
聖
ヘ
レ
ン
の
服
装
を
し
た
美
し
い
若
者
が
つ
づ
き
、
次
に
十
字
架
を
議
見
し
た
と
と
を
表
象
す
る
鍬
を
も
っ
た
他
の
老
人
が
つ
づ
く
。
そ
の
後
に
、
二
人
づ
，
つ
一
組
と
な
っ
た
姉
妹
が
二
組
、
ギ
ル
ド
の
組
合
員
、
最
後
に
ギ
ル
ド
の
役
員
が
つ
づ
く
。
組
合
員
の
葬
式
に
つ
い
て
の
儀
式
や
、
死
亡
し
た
組
合
員
に
遺
産
が
な
か
っ
た
場
合
の
ギ
ル
ド
基
金
に
よ
る
葬
式
や
、
死
亡
せ
る
組
合
員
に
.
到
す
る
新
時
式
等
に
つ
い
て
の
規
定
が
多
く
見
交
け
ら
れ
る
o
経
済
的
ギ
ル
ド
の
場
合
よ
り
も
、
保
険
組
合
的
な
色
診
が
一
般
に
は
る
か
に
濃
厚
で
あ
る
。
盗
難
‘
火
災
、
疾
病
或
は
組
合
員
自
身
の
非
行
に
基
か
な
い
災
厄
一
般
に
つ
い
ぺ
援
助
が
興
え
ら
れ
た
。
慈
議
日
の
目
的
か
ら
寄
る
湿
な
き
者
、
、
老
人
‘
不
具
者
、
癒
病
者
等
に
潤
し
て
の
救
済
手
段
を
規
定
す
る
こ
と
は
、
こ
の
程
の
ギ
ル
、
干
に
は
極
め
て
普
遍
的
の
と
と
で
あ
っ
た
。
或
る
場
合
に
は
教
育
資
金
が
、
組
合
員
の
牧
入
か
ら
か
或
は
遺
贈
か
に
よ
っ
て
積
立
て
ら
れ
た
。
社
交
的
・
宗
教
的
ギ
ル
ド
。
は
極
め
て
多
数
で
あ
っ
た
。
或
る
グ
ラ
フ
、
干
・
ギ
ル
ド
の
範
園
内
に
飴
人
を
合
め
な
い
で
、
組
合
員
中
の
、
有
志
の
幾
人
か
が
集
っ
て
成
立
す
英
国
中
世
の
マ
ナ
ー
と
ギ
ル
ド
二
ニ
七
経
管
と
経
済
一
三
八
る
と
と
も
あ
れ
ば
、
或
は
或
数
合
の
教
区
同
で
そ
の
教
区
員
の
幾
人
か
が
集
っ
て
成
立
す
る
と
と
も
多
か
っ
た
。
ー
中
世
都
市
で
商
人
ギ
ル
ド
か
ク
ラ
フ
ト
・
ギ
ル
ド
に
属
し
て
い
な
い
者
が
あ
れ
ば
、
彼
は
恐
ら
く
宗
教
的
か
一
位
交
的
ギ
ル
ド
に
属
じ
て
い
た
に
泣
い
な
い
。
中
世
枇
合
全
体
の
傾
向
は
.
相
互
の
問
の
密
接
な
組
織
と
結
合
と
に
向
っ
て
い
た
。
中
世
人
の
全
都
市
生
活
は
、
何
等
か
の
組
織
体
の
間
的
成
員
と
し
て
の
み
存
在
す
る
も
の
で
、
殊
に
そ
の
人
の
川
州
議
に
山
附
す
る
同
体
の
俳
成
分
子
と
し
て
存
在
し
た
。
中
世
の
マ
ナ
ー
に
於
け
る
長
楽
生
活
が
仙
人
の
自
由
行
動
主
著
る
し
く
制
限
し
た
の
と
川
伐
に
、
ギ
ル
ド
や
都
市
の
行
政
機
関
は
都
市
に
於
け
る
例
入
の
経
.
済
生
活
を
統
制
し
た
。
取
引
や
製
造
の
方
法
、
原
料
の
強
烈
と
数
H1.
持
働
時
間
、
陸
備
保
件
、
賃
銀
、
商
品
の
促
格
等
は
ギ
ル
ド
の
法
規
で
統
制
さ
れ
た
。
マ
ナ
ー
の
農
民
が
停
統
的
な
間
以
来
方
法
と
川
町
統
的
な
夫
役
労
働
か
ら
解
放
さ
れ
る
機
ん
げ
が
殆
ん
ど
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
‘
側
々
の
ギ
ル
ド
員
は
ギ
ル
ド
凶
休
ω統
制
力
か
ら
治
ん
ど
白
山
を
も
ち
仰
な
か
っ
た
。
阿
国
此
曾
た
る
と
都
市
枇
合
た
る
と
を
問
わ
宇
、
純
粋
に
経
済
生
活
た
る
と
、
よ
り
・
M
M
き
枇
ん
げ
生
品
川
た
る
と
を
川
、
わ
や
'
、
十
三
・
十
四
世
紀
の
生
活
は
例
人
主
義
よ
り
も
全
体
主
義
的
傾
向
が
強
か
っ
た
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。
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